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こんなに大きくなりました（成人式実行委員会のメンバー）６～７ページに続く

特集  成人式「縁～この繋がりを大切に～」　ほか

成人式実行委員会成人式実行委員会
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　市民の皆さまには、ご家族お揃いで、清々しい
新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平素は、議会活動に温かいご支援とご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。

　さて、昨年は国内外の政治・経済・社会情勢が
激しく変化し、私たちの生活にも大きく影響が表
れた年でありました。
　海外では、アルジェリア人質拘束事件、ロシア
カザニの空港での旅客機墜落事故、また、インド
北部の豪雨などの事件・事故・自然災害が数多く
発生しました。
　中でも、11 月に発生した超大型台風 30 号は、
フィリピンを直撃し、レイテ島を中心に甚大な被
害をもたらしました。
　一方、日本にとって大変うれしい出来事は、富
士山が世界遺産に登録されたことと、アルゼンチ
ンで開かれた IOC 総会で、2020 年夏季オリン
ピックの開催都市が東京に決定したことでありま
す。

　国内では、一昨年に誕生した第２次安倍内閣の
経済政策「アベノミクス」効果により、実態経済
の現状を示す多くの指数が改善するなど景気回復
の兆しがようやく見えてきましたが、まだまだ、
実感できるものにはなっておりません。
　加えて、エネルギー政策では、原発の再稼働問
題、再生エネルギーの促進など、国民生活・産業
活動などへの影響が心配されるところでありま
す。

　また、コメの生産調整（減反）の廃止、TPP 交
渉の行方など、地方自治体に大きな影響があるも
のについては、今後も注視していきたいと思いま
す。

　小野市では、平成 23 年度から建設を進めてま
いりました「北播磨総合医療センター」も、10 月
に開院し、北播磨の拠点病院としてスタートしま
した。
　また、教育環境の充実のため耐震補強による大
規模改修を進めていました小野東小学校校舎も７
月に完成し、子どもたちは２学期から新しい校舎
で元気に学んでいます。
　さらに、市民の安全と安心の拠点「小野市防災
センター」も本年３月完成に向けて、工事が順調
に進んでおります。
　このように、市民の暮らしに重点を置いた様々
な施策が、健全財政を維持しながら着実に進めら
れています。

　市議会では、小野市の更なる発展のため、市民
の皆様の視点に立って、議会に与えられた行政運
営の監視機能を強化しつつ、一層の議会の活性化
を図るため、「信頼される議会」の推進に取り組
んでまいります。
　その取組みの一つとして、昨年 11 月
から各常任委員会と各議員の視察報告
書を議会ホームページで公開し、「見え
る議会」としての改革に努めました。

　今後も、議会改革を進めることで、市
民の皆様の負託に応えるべく、議員一
同全力で取り組んでまいりますので、よ
り一層ご支援とご協力を賜りますようお
願い申し上げます。
　本年も、皆様にとりまして、
健やかで明るい年となりますよ
う心からお祈り申しあげ、新年
のご挨拶といたします。

市
議
会
議
長

　
岡
嶋
　
正
昭

謹賀
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　新年あけましておめでとうございます。輝かし
い新春の門出を皆様お揃いでお迎えのこととお慶
び申し上げます。

　昨年は、第 36 回小野まつりのテーマであった
「瑞兆」（＝良いことが起こる予感）があたかも的
中したかのように、2020 年の夏季オリンピック
東京開催決定をはじめとして、経済においても、
バブル崩壊後の「失われた 20 年」からようやく
回復できそうな明るい兆しが見えた年でした。

　小野市においても、小野市民病院がその長き歴
史に幕を閉じ、これからの地域医療を担う拠点病
院として「北播磨総合医療センター」が開院しま
した。防災面では、小野東小学校大規模改修の完
了に続き、災害時の拠点となる「小野市防災セン

ター」が間もなく３月に完成します。また、
市民一丸となった働きかけの結果、念願
でありました加古川の「粟田橋」の架け
替えも決定しました。

　これまでから、小野市では「行政も経
営」であるという一貫した基本理念のも
と、「顧客満足度志向」「成果主義」「オ
ンリーワン」「後手から先手管理への転
換」という「４つの柱」を基軸として、様々

な施策を展開してまいりました。

　とりわけ昨年は、全国どこに
でも起こりうる課題に対する

「後手から先手管理」の実践として「三本の矢」
と位置づけた本市の「いじめ等防止条例」「空き
家（廃屋）等の適正管理に関する条例」、「福祉給
付制度適正化条例」は、全国各方面から注目を浴
びたところです。

　また、うるおい交流館エクラの機能拡大に向け
て現在建設中の市民交流ホールが６月に、その隣
には、市が誘致を進めてきた民間事業者による
10 階建て 207 室のホテルが８月に完成します。
これらの完成により、エクラ周辺は新たな賑わい
の核となるエリアへと更に変貌します。

　このように様々な施策展開を行いながら、財政
面では、市の預金にあたる「基金残高」は過去最
高となる約 85 億円を確保。次世代が負担すべき
借金を計る「将来負担比率」は、県内 29 市中、
低い方から 2 番目という良好な数値を維持するこ
とができました。

　昨年は、米国リンゼイ市との姉妹都市提携 40
周年を記念して相互訪問を行い、将来における新
たな友好の絆を深めたところですが、本年は、小
野市にとって、市制施行 60 周年という記念すべ
き節目の年であり、未来に向けた新たな出発のと
きでもあります。リーダーに求められるのは、将
来を見据えた「洞察力」、目指す目標を達成する
ために行動につなげる「構想力」、そして、市民の
負託を受けた者としての責任ある「決断力」であ
ります。

　「政治とは、無限の理想への挑戦である」。即ち、
あるべき姿への果てしなきチャレンジでありま
す。これまで先人たちが築かれたご功績に深く敬
意を表するとともに、現状に満足することなく、
「新たな創造と変革」へ向けて、全力でチャレン
ジしてまいりたいと考えておりますので、皆様の
より一層のご支援とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

新年のごあいさつ

市
長

　
蓬
萊
　
務

ずいちょう

新年
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小 野 市 　  大ニュース発表！10
平成　　年25
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北播磨総合医療センターの開院

　小野・三木両市の統合
病院「北播磨総合医療セ
ン タ ー」（30 診 療 科、
450 床）が開院。大学と
行政の連携による病院建
設という、全国でも例を

見ない先駆的な取り組みで、患者と
医療人にとって魅力ある病院（マグ
ネットホスピタル）を目指します。
　また、新都市中央線は、国道 175
号市場東交差点から病院までが完
成。らん♡らんバスも各地域から病
院を経由しています。

小野市福祉給付制度適正化条例の施行

　3 月市議会本会議で、可決、成立した本条例。
テレビ、新聞、雑誌などで大きく取り上げられま
した。生活保護などの適正な運用と受給者の自立
支援を目的としたもので、全国どこでも起こり得
る問題、起こっている問題に対する先手管理とし
て、全国に先駆けて制定した条例です。
　議会では、重要議案と判断し、担当の民生地域
常任委員会だけでなく全議員が参加する「連合審
査会」を開く異例の措置をとりました。

さまざまな分野で市民が大活躍

全国小学生陸上競技交流大会の５年男子 100 ㍍で西尾
晃太君（小野小）が８位入賞。
全日本中学校陸上競技選手権大会の共通女子 1500 ㍍で
田中希実さん（小野南中2年）が4位入賞。
ジュニアオリンピック陸上競技大会の 2 年女子 100 ㍍
で小東ゆいさん（小野中）が4位、榎真菜さん（小野南中）
が8位入賞。
全国中学校柔道大会の個人 81 ㌔級で藤原崇太郎君（小
野中3年）が２連覇。
全日本少年柔道大会で小野中男子団体が3位。
神戸マラソンで、田中千洋選手が大会新で初優勝。

社団法人日本善行会主催の春季・特別善行表彰で、小野
南中学校生徒会が国際貢献表彰。
兵庫県小・中学生書写コンクールで、井上紗貴さん（小
野中3年）が特別賞の教育委員会賞。
兵庫県統計グラフコンクールで、河合郁弥君（河合小1年）
と岸本ゆずみさん（下東条小4年）が特選。

●

●

●

●

●
●

【スポーツ】

【その他】

全国が注目。寄せられた意見は約2750件

新たな地域医療の拠点が10月1日に開院

●

●

●
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特集１

　姉妹都市提携 40 周年を記念
して、市長、議長らがリンゼイ
市を 4 月に訪問。公園内に新設された通り「Ono 
City Parkway（小野通り）」の完成記念式典があ
りました。8 月には、リンゼイ市から市長ら 10 人
が来市。小野まつりに参加されました。

4 5

6 7

8 9

10

昨年1年間、さまざまな出来事がありました。その中から市職員が選ぶベスト10を紹介します。

番外編

台風18号被害で粟田橋架け替えへ
橋の中央付近が路面沈下、通行止め

　9 月の台風 18 号の影
響で、通行止めになっ
ている粟田橋の架け替
えが決定。平成 28 年度
中の完成を目標に、道
路の拡幅を含めた工事
を進めます。

米国リンゼイ市と
姉妹都市提携40周年

小野まつりで協定書に調印

小野東小学校の校舎改修
すべての学校の耐震化工事が完了

　校舎を耐震改修した
ほか、太陽光パネル、Ｌ
ＥＤ照明など環境に配
慮。総事業費は 11 億
4 千万円。春には、体
育館も完成する予定で
す。

平
成
25
年
10
月
８
日　
神
戸
新
聞

小野市民病院が閉院
60年の歴史に幕、9月末には閉院式

　小野市民病院が、北播磨
総合医療センターの開院に
伴い、9 月末で閉院。跡利
用として、特別養護老人ホー
ムと透析やリハビリなどの
設備を備えた「栄宏会  小野
病院」が開業予定。

女性の市政参画の場「女性議会」開催
おのウィメンズ・チャレンジ塾生が提言

　おのウィメンズ・チャ
レンジ塾で学んだ女性 16
人が 1 日議員となり、議
場で市幹部に提案しまし
た。テーマは、高齢者福祉、
子育て、防災、粟生線存
続と地域活性化。

水道の給水開始から 50周年
「おのみ～ず」デザイン一新

　水道水を原料とするペッ
トボトル水のラベルを一新。
小野市の水道水は、50項目
の検査をクリアした軟水で
赤ちゃんのミルクを作るの
にも最適。4 月から出生届
の提出時にプレゼント中。

兵庫県ドクターヘリの運航開始
重症患者に早期医療を提供（11月30日～）

　兵庫県立加古川医療セ
ンターを基地病院に播磨、
丹波南部地域をカバーす
る兵庫県ドクターヘリが
運航。患者が重症で、３
次救急病院への搬送が必
要な場合に要請します。

●空き家等の適正管理に関する条例の施行
●市民交流ホール建設に着手
●誘致ホテルの建設工事が始まる
●ごみ処理の広域化（加西市のごみ受け入れ）
●自治会役員に女性の参画が進む
●おの恋ホルモン焼きそば広め隊「Ｂ－1 グラン
　プリ近畿・中国・四国支部大会」に初出場 ほか

まだあるトピックスを紹介！
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ー 成人式実行委員会活動記録② ー
　市役所や図書館など公共施設
9か所に、手作りの専用回収ボッ
クスを置き、一般市民に協力を
呼びかけました。（12月）

プログラム

●「演」オープニング
●「援」社会貢献活動経過報告
●「縁」セレモニー
　新成人が「感謝」「夢」をテーマに熱
　く語ります
●小学校区ごとの記念撮影
●「宴」恩師を囲む同窓の集い
　中学校区ごとの同窓会を開催

服装は自由です！
　着物にとらわれることなく、思い思い
の装いで 20 歳の門出をみんなでお祝い
しましょう！

【問い合わせ先】
成人式実行委員会事務局（いきいき社会
創造課内）☎63‐2445

こんなに大きく
なりました

（成人式実行委員
会のメンバー）
表紙の続き
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今
回
の
成
人
式
で
は
、①
生
ま
れ
育
っ
た
小
野
市
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、②

多
く
の
犠
牲
を
生
ん
だ
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
よ
う

と
、「
本
」
を
用
い
た
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
へ
の
取
り
組
み

2014  成人式
「縁～この繋がりを大切に～」

とき 1月 13日（祝）受付 8:50～ 9:20 小野市民会館ところ

　今年は、509人（男261人、女248人）
が成人式を迎えます。
　新成人による実行委員会が、一生の思
い出に残るイベントにしようと、こだわ
りの成人式を企画しました。
　新成人の皆さん、お友達をお誘いあわ
せのうえ、ぜひご出席ください。

　
子
ど
も
た
ち
の
読
書
の
機
会
が
増

え
る
よ
う
に
、
市
内
で
子
ど
も
が
集

ま
る
場
所
に
本
を
配
付
し
ま
す
。

　
成
人
式
当
日
に
、
幼
い
こ
ろ
に
慣

① 
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郷
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想
い
を
つ
な

げ
よ
う
プ
ロ
ジ
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ト

れ
親
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、
子
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に
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絵
本
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鑑
）
を
１
人
１
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以
上

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

出前お話会

　12 月のクリスマスシーズンに合わ
せ、図書館の協力のもと、成人式実行
委員が中心となって市内の保育所など
で「出前お話会」を行いました。（写真
＝下東条西保育所・12月 2日 )

ー 成人式実行委員会活動記録① ー

『本』当の縁…
特集2特集2

『本』当の縁…
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ら
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詳
細
は
、
広
報
お
の
１
月
号
と
一
緒

に
配
布
し
て
い
る
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
今
回
配
布
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時
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表

は
、
９
月
に
配
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時
刻
表
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該
当

箇
所
に
は
り
付
け
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ど
し
て
使
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。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
交
通
政
策
グ
ル
ー

　
プ
（
☎
　
１
４
０
４
）

短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
作
品
を
募
集

　
当
市
出
身
の
歌
人
上
田
三
四
二
（
左

下
写
真
）
の
功
績
を
称
え
開
催
す
る
第

25
回
小
野
市
短
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フ
ォ
ー
ラ
ム
の
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品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
選
者　
馬
場
あ
き
子
さ
ん
、
永
田
和

　
宏
さ
ん

▼
作
品　
自
作
未
発
表
作
品
で
、
１
人

　
１
首
に
限
り
ま
す
。

▼
投
稿
料　

○
一
般
の
部　
１
，
０
０
０
円

○
小
・
中
・
高
校
生
の
部　
無
料

▼
投
稿
方
法　
①
ま
た
は
②

【
①
郵
送
に
よ
る
投
稿
】

　
作
品
と
郵
便
小
為
替
を
同
封
し
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
投
稿
用
紙
は
、

い
き
い
き
社
会
創
造
課
や
図
書
館
、
各

コ
ミ
セ
ン
に
設
置
し
て
い
ま
す
。）

【
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
投
稿
】

　
投
稿
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事
項
を
入

力
の
う
え
、
指
定
口
座
へ
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.city.ono.hyogo.

jp/p/1/8/43/9/14) 

▼
締
め
切
り　
１
月
20
日
㈪
当
日
消
印

　
有
効

▼
投
稿
・
問
い
合
わ
せ
先　
い
き
い
き

　
社
会
創
造
課
（
☎
　
２
４
４
５
）

小
野
加
東
斎
場「
湧
水
苑
」の
火
葬
炉
を
改
修

　
小
野
加
東
斎
場
「
湧
水
苑
」
の
火
葬

炉
設
備
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
火
葬
炉
１
基
を
停
止

（
動
物
炉
１
基
も
停
止
）
し
、
４
基
で

火
葬
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
斎
場
の
使
用
時
間
を
、

希
望
通
り
予
約
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間　
１
月
９
日
㈭
〜
３
月
２

　
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ
先　
小
野
加
東
斎
場　

　
「
湧
水
苑
」（
☎
　
０
１
６
４
）

近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で

広
報
お
の
が「
最
優
秀
賞
」受
賞

　
自
治
体
が
発
行
す
る
広
報
紙
の
出
来

を
審
査
す
る
第
26
回
近
畿
市
町
村
広
報

紙
コ
ン
ク
ー
ル
（
毎
日
新
聞
社
、
毎
日

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
）で
、「
広
報
お
の
」

が
初
の
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
審
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
９
月

発
行
分
で
、
主
な
内
容
は
10
月
開
院
の

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
特
集
。

　
審
査
で
は
、
表
紙
写
真
を
横
に
使
う

大
胆
さ
▽
写
真
と
図
解
で
示
す
編
集
▽

探
検
ル
ポ
風
の
施
設
紹
介
の
ア
イ
デ
ア

な
ど
が
目
に
と
ま
り
、「
読
み
応
え
は

十
分
。
編
集
は
デ
ザ
イ
ン
性
が
高
い
上

に
読
み
や
す
く
、
手
本
と
な
る
出
来
」

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
お
の
は
、
こ
れ
か
ら
も
豊
富
な

内
容
、斬
新
な
編
集
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
（
☎
　
１
０
１
３
）

最優秀賞を受賞した広報おの9月号と表彰状など
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◯63

◯67

◯63

◯63

　
１
９
７
３
年
か
ら
40
年
間
に
わ
た
り
、
小

野
市
と
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
リ
ン
ゼ
イ
市
の

姉
妹
都
市
交
流
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
加
来
さ
ん
。
元

姉
妹
都
市
親
善
特
命
大
使
と
し
て
、
両
市
の
交
流
を
支

え
続
け
た
40
年
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

―

姉
妹
都
市
交
流
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　
１
９
２
３
年
に
米
国
で
生
ま
れ
、

33
年
、
東
京
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

戦
時
中
は
、
母
と
兄
弟
６
人
の
生
活
。

長
女
だ
っ
た
の
で
、
父
を
亡
く
し
た

母
親
を
助
け
た
い
と
の
思
い
で
、
一

生
懸
命
働
き
ま
し
た
。　

　

61
年
に
母
親
が
亡
く
な
り
、
新
た

な
人
生
を
求
め
、
再
び
渡
米
。
一
か

ら
英
語
を
学
び
直
し
、
仕
事
を
探
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ン
ゼ
イ
市
で

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
経
営
し
て

い
た
加
来
正
二
さ
ん
と
結
婚
し
、
店

の
経
理
を
一
手
に
担
い
ま
し
た
。

　

73
年
に
、
小
野
市
と
リ
ン
ゼ
イ
市

が
姉
妹
都
市
を
提
携
。
来
市
し
た
当

時
の
小
野
市
長
の
通
訳
を
任
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
姉
妹
都
市
交

流
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―

ど
の
よ
う
な
活
動
を
リ
ン
ゼ
イ

市
で
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

　
米
国
で
は
国
際
交
流
活
動
に
公
金

が
出
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
資
金
調
達

の
た
め
に
、
日
本
文
化
を
紹
介
す
る

な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
団
の
ツ
ア
ー

を
計
画
し
た
り
、
ガ
イ
ド
を
し
た
り

し
ま
し
た
。

―

40
年
間
の
中
で
、
印
象
的
だ
っ

た
こ
と
は
。

　

30
周
年
の
と
き
に
「
姉
妹
都
市
親

善
特
命
大
使
」
を
拝
命
し
た
こ
と
は
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
姉
妹
都
市
交
流
の
お
か
げ
で

人
生
が
変
わ
っ
た
と
い
う
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
の
最
た
る
人
物

は
私
自
身
。
こ
の
姉
妹
都
市
交
流
に

携
わ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

―

マ
ラ
ソ
ン
人
生
は
、
順
調
な
滑

り
出
し
で
し
た
か
。

　

94
年
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
初

マ
ラ
ソ
ン
。
３
時
間
19
分
50
秒
と
い

う
結
果
で
、
そ
れ
か
ら
３
時
間
を
切

る
こ
と
が
目
標
に
。
し
か
し
、
記
録

は
伸
び
ず
、
一
度
、
走
る
こ
と
を
や

め
ま
し
た
が
、
走
っ
て
い
な
い
自
分

は
自
分
で
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
、

練
習
を
再
開
。
96
年
の
北
海
道
マ
ラ

ソ
ン
で
目
標
を
達
成
し
、
さ
ら
に
マ

ラ
ソ
ン
に
の
め
り
こ
み
ま
し
た
。

　
結
婚
を
控
え
、
最
後
の
レ
ー
ス
と

捉
え
て
い
た
97
年
の
北
海
道
マ
ラ
ソ

ン
で
優
勝
。
や
め
る
に
や
め
ら
れ
な

い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
出
産
さ
れ
て
か
ら
も
、
マ
ラ
ソ

ン
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
出
産
し
て
か
ら
続
け
て
い

る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
続
け
て
、
出
産
し

て
か
ら
２
時
間
30
分
を
き
る
こ
と
に

挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
２
人
目
を
出
産
し
て
か
ら
は
、
走

る
こ
と
か
ら
、
選
手
育
成
へ
と
シ
フ

ト
。
選
手
と
一
緒
に
走
っ
て
い
た
ら
、

体
が
元
に
戻
っ
て
き
た
の
で
、
楽
し

み
な
が
ら
マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
よ
う
と
。

―

マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
て
き
て
感
じ

る
こ
と
は
。

　
頑
張
っ
て
続
け
て
き
た
お
か
げ
で

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
支

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

マ
マ
さ
ん
ラ
ン
ナ
ー
に
話
し
か
け
て

も
ら
え
る
と
き
も
そ
う
。

　
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
、
色
ん
な
人

に
励
ま
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

自
分
も
走
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
の

励
み
に
な
り
た
い
で
す
。

　
第
３
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
で
、
大
会
新
記
録
で

見
事
初
優
勝
を
飾
っ
た
田
中
さ
ん
。
高
校
卒
業
後
、

一
度
陸
上
を
引
退
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
ラ
イ
バ
ル

の
姿
を
見
て
、
再
び
走
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
田
中

さ
ん
に
と
っ
て
「
走
り
続
け
る
」
と
は
。

姉
妹
都
市
交
流
40
周
年
に
尽
力

マ
マ
さ
ん
ラ
ン
ナ
ー
の
先
駆
者

姉
妹
都
市 

の 

絆 

つ
な
ぐ

出
会
い 

が 

原
動
力 

に

元気な間は走り続けたい！

小野市は私の第２の故郷！

新春特別インタビュー
「続ける」をテーマにお話を伺いました

神戸新聞（平成25年11月18日）

加
来
・
リ
リ
ー
・
ゆ
り
子
さ
ん
（
90
）

田
中
千
洋
さ
ん
（
44
）
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お気軽にご相談ください。祝日や年始は、休ませていただく場合があります。

相 談 名 相 談 日 時 相 談 場 所 相 談 内 容 担当課（電話番号）

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

市民サービス課相談室
生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

コミセンおの302号室

コミセンおの205号室

生活環境グループ

人権に関すること

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談など

うるおい交流館エクラ
事務室

北播磨総合医療センター
地域医療連携室 相談室

生活上の問題

福祉事務所相談室

福祉事務所相談室
（障がい者虐待防止センター）

生活上の悩みなどの母子の
自立に向けた相談

女性看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

保健センター

福祉総合支援センター
研修室

生計、職業、住宅、家族の悩みなど

福祉総合支援センター 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

障がい者の虐待など

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

①福祉総合支援センター
②福祉事務所相談室

福祉総合支援センター

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

人権啓発推進グループ
63-1243

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

社会福祉協議会
63-2575

社会福祉課
63-1011 FAX63-1204

（夜間休日）
63-1000 FAX63-1196

63-1000（内線840・841）

子育て支援課
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

健康課
63-3977

来住保育所
62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ担当グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

法　律

市民・行政

要予約

人　権

消費生活

高齢者総合相談

ふれあい福祉相談

障がい者総合相談

虐待通報・
相談窓口

精神障がい者

児　童

子育て電話相談

にこにこ
子育て相談

子育て
安心ダイヤル

思春期
ホットダイヤル

不登校相談

子育て相談

いじめ等相談窓口
（ONOひまわりほっとライン）

法律相談

外国人生活相談

女性のための相談

女性のための医療
専門相談

面接相談は要予約

母子自立
要予約

要予約

要予約

税務相談 第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
0790-43-1217

子育て支援課
63-1645

北播磨総合医療センター
88-8800（内線3120）

適応教室
63-4175

月～金曜日
9：00～17：00

1月15日（水）・29日（水）
13：30～16：00

1月16日（木）
13：00～16：00
※受付は15：30まで

1月15日（水）
13：30～15：30

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

火・木曜日
9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

1月17日（金）
13：00～15：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～土曜日
10：00～17：00

1月15日（水）
9：45～11：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
13：00～17：00

月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00

木曜日
13：30～16：00

水曜日
13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

①高齢介護課（63-1060）
②社会福祉課（63-1011）

要予約住宅改造
①高齢者向け
②障がい者向け

（電話相談） 　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00
（虐待通報は夜間、
休日も対応します。）

（6日の9時から）

西庁舎会議室 農地に関すること 農業委員会
63-2266要予約

農　地 1月8日（水）
10：00～15：00

コミセンおの304号室 日常生活上での悩みごと知的障がい者

身体障がい者

社会福祉課障がい福祉係
63-1011

1月19日（日）
10：00～12：00
1月16日（木）

10：00～12：00

障がい者地域生活・
相談支援センター

特設人権

相談窓口

ー
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生活情報トピックス 生活環境グループ（☎63-1686）

防災グループ（☎63-3387）

市民安全部だより

　法律では、20歳になれば成年として扱われま
す。自分の意思で自由に契約ができるようになり
ますが、同時にその契約について責任を負わなけ
ればなりません。未成年のときは、親（法定代理
人）の同意がない契約は、基本的に取り消すこと
ができましたが、成年になると、いったん締結し
た契約は、クーリング・オフなど特別な場合を除
き、一方的に取り消すことはできません。たとえ
解約できたとしても高額な違約金を支払わなけれ
ばならないこともあります。
　契約する前に、契約内容、解約方法などをきち
んと確認したうえで、その場ですぐ契約せず、家
族や友人など親しい人に相談しましょう。

新成人を狙った悪質商法に注意
悪質業者は社会的経験の浅い新成人を狙っています

ひょうご防災ネット
「 小 野 市 安 全 安 心 メ ー ル 」 の簡単登録方法

ono@bosai.net あてに空メールを送信するか、右記
QRコードを読み取り、空メールを送信してください。

手順
①

手順
②

空メールを送ると、まもなく返信メールが届きます。
メール本文内にある「利用規約」を読み、同意される場合は「利用規約に同意して登
録する」を選択してください。　
※迷惑メールの設定があれば設定を解除してください。

小野市安全安心メールで「◆登録内容の確認◆『以下のとおり登録されました。』」
という内容のメールが届いたら登録完了です。

手順
③

　20歳になったばかりのＡ子さん。繁華街を歩
いていると、感じの良い女の人に「アンケートに
答えれば、無料で肌質診断をしてあげる」と声を
かけられました。
　A子さんは、女の人に連れて行かれたエステ
サロンで、アンケートに答えて肌質診断をして
もらいました。
　ところが、サロンの人は、深刻な顔で「あなた
の肌の状態はかなり悪い。このまま放置してお
いたら、肌がぼろぼろになってしまうかも知れ
ない」と言うのです。すっかり不安になってし
まったＡ子さん。サロンの人に「今ならまだ間に
合うと」と勧められ、美顔エステの契約をしてし
まったのでした。

風水害時の避難勧告・避難指示情報などの情報を提供します。

QRコード
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◯63

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ
と
い
う

と
き
の
生
活
を
、
働
い
て
い
る
世
代
の

み
ん
な
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
将
来
の
大
き
な
支
え
に
！

　
国
民
年
金
は
20
歳
〜
60
歳
の
方
が
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

国
が
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
お
り
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
賃
金
や
物
価
の
変

動
に
あ
わ
せ
て
、
年
金
を
支
え
る
力
と

給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
仕
組
み
に
よ

り
年
金
額
を
改
定
。
加
入
し
て
か
ら
受

給
す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が
大
き

く
変
動
し
て
も
、
年
金
の
価
値
が
保
障

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
が
国

庫
負
担
（
＝
税
金
）
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病

気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
遺

族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
（
「
子
の
あ
る
妻
」
や

「
子
」
）
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
全
額
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

◆
年
金
は
、
本
当
に
も
ら
え
る
の
？

　
「
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
方
が
多

い
た
め
、
年
金
制
度
は
破
綻
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
報
道
で
「
国
民

年
金
の
納
付
率
が
６
割
を
切
っ
た
」
と

あ
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
（
自
営
業
、
学
生
な
ど
）
の
現
年

度
の
納
付
率
に
つ
い
て
の
数
字
で
あ
り
、

実
際
は
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
共

済
年
金
を
合
わ
せ
た
公
的
年
金
加
入
者

全
体
の
約
95
％
の
方
が
保
険
料
を
納
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
年
金
は
、
現
役
時
代
に
納
め
た

保
険
料
の
納
付
実
績
に
応
じ
て
額
が
決

ま
り
ま
す
。
未
納
・
未
加
入
期
間
分
の

年
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
分
の
保
険
財
政
の
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
方
が
い
て
も
、
将
来
の
公
的
年
金
財

政
を
揺
る
が
し
、
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
？

　
学
生
や
20
代
の
方
の
た
め
に「
学
生

納
付
特
例
制
度
」や「
申
請
免
除
制
度

（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）」が
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
の
申
請
に

　
は
、
学
生
証
の
写
し
か
在
学
証
明
書

　
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
市
民
係　

　
（
☎　
１
０
１
６
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と
し

て
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
２
年
度
分

の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納

め
る
「
２
年
前
納
」
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
毎
月
納
付
す
る
場
合
と
比
べ
、
２
年

間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割
引
と
な
り

ま
す
。
（
割
引
額
は
推
計
）

　
「
２
年
前
納
」
は
口
座
振
替
の
み
利

用
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
期
限
は
毎
年

２
月
末
ま
で
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

明
石
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
７
８－

９
１
２－

４
９
８
０
）

市老連だより

グラウンドゴルフで交流
　11月12日に、こだま
の森で、北播磨5市1町
の老人クラブ連合会がグ
ラウンドゴルフで交流し
ました。さわやかな秋晴
れの中、和やかで楽しい
1日となりました。

　全32チームが日ごろの腕を競った結果、市内在住の
参加者が健闘し、上位に入賞されました。

　　　　　　団体　優勝　住吉町（小野市）
　　　　　　　　　２位　育ケ丘町（小野市）
　　　　　　　　　３位　堀町（西脇市）
　　　　　　個人　優勝　小谷敏信（西脇市）　
　　　　　　　　　２位　早崎義央（西脇市）
　　　　　　　　　３位　眞子末代（小野市）

　市老連は健康と生きがいづくりをめざした活動を推進
しています。

結　果

市老連事務所（☎・　63-2099）
※月・水・金の9：00～16：00

（敬称略）
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加東市

年
金
情
報

年金手帳

日本年金機構

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

案内

２
年
前
納（
口
座
振
替
）が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

案内

時間外勤務の
削減
  9.6億円

職員互助会へ
の補助金廃止
    1.6億円

特殊勤務
手当の見直し
  2.6億円

地域手当の
廃止
14.0億円

その他給与の
見直し
   2.7億円

76.3億円の
削減効果

（年度）

（人） （百万円）

（年度）
500
520
540
560
580
600
620
640

252423222120191817161514131211

548 546

598

579

562 556 560 555

626
615 612 615

544

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

2423222120191817161514131211

3,6553,631
3,558

3,437

3,0553,042

3,323

3,174 3,164

3,382

3,636

2,999

14年間で112人（29.5％）削減！（消防と病院を除く）

0

△4

△1

△5

△29

△1

0

0

△30

△35

△5

 246

77

60

137

186

20

21

16

243

626

380

△63

△29

2

△27

△9

△8

△17

5

△29

△119

△112

職　員　数
区　分

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
部
門
な
ど

     

     

 給料月額  年齢 給料月額 年齢　給料月額  年齢

事 務 職

技能労務職

消 防 職

教 育 職

（平成25年4月時点）

※「給料」は、通勤手当、時間外勤務手当などを除く。
※「教育職」は、小・中学校勤務の教諭を除く。

区　分
小野市 兵庫県

（H24.4.1 現在）
対前年
職員数

対11年
職員数

人員削減により少数精鋭での業務遂行 ピーク時の13年度から7.5億円減！

（各年度普通会計決算）

◎詳しくは、ホームページ（http://www.city.ono.hyogo.jp/p/1/8/14/2/）

職員数の削減
  45.8億円

人事行政改革による削減効果

全職員数の推移

542

人件費の推移

3,002

（各年度4月時点）

部門別職員数の状況
職員の平均年齢・給料月額

特別職の報酬等の状況

　「行政も経営」という基本理念のもと、職員数の
削減や成果と報酬が連動する給与制度の導入など
により、少数精鋭による業務を行い、総人件費を削
減しています。
　人事行政改革の成果として、平成11年度から14
年間で職員削減数は１１０人を超え、総人件費の削
減効果額も76億円を超えています。

( 平成 11～ 24年度）

507

病院統合に向けた
医療職の減少など

原因

2,901

7.5億円

（各年度4月時点）

（平成25年4月時点）

キーワードは「行政も経営」

国
（減額後）

職員数

H25年 H24年 H11年

307,220円

272,119円

43.1歳

49.9歳 

338,200円

332,200円

44.1歳

51.7歳

335,114円

340,485円

320,855円

433,563円

42.6歳

50.3歳

39.3歳

50.3歳

区　分 給　料 人 数 区　分 報　酬 人 数

市　長

副市長

教育長

980,000円

794,000円

695,000円 

議　長

副議長

議　員

528,000円

449,000円

409,000円 

1人

2人

1人

1人

1人

14人

 教　育

 消　防

 小　計

 病　院

 水　道

 下水道

 その他

 小　計

消防・病院除く計 

183

52

63

115

206

13

4

21

244

542

273

183

48

62

110

177

12

4

21

214

507

268

一般行政部門

合　　計

（人）

人事行政（給与と職員数）の運営状況
「 総人件費を削減」  効率的行政を展開
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「
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
」・
福
祉
・
子
育
て
・
税
金

子
育
て

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導
員
募
集

募集

○
臨
時
指
導
員　
１
，
１
０
０
円

▼
資
格
要
件　
65
歳
未
満
で
、
保
育
士

　
資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
し
、
児

　
童
の
健
全
育
成
に
熱
意
が
あ
る
方
。

▼
応
募
方
法　
１
月
24
日
㈮
ま
で
に
子

　
育
て
支
援
課
に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

　
・
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
所
定
の

　
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　
書
類
選
考
の
う
え
面
接

　
を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育

　
て
支
援
課
保
育
係
（
☎　
１
６
４
５
）

▼
職
務
内
容　
昼
間
保
護
者
の
い
な
い

　
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童
に
対
し

　
て
、
遊
び
を
通
じ
て
生
活
指
導
な
ど

　
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
数
人

▼
勤
務
場
所　
市
内
小
学
校
の
各
ク
ラ

　
ブ
室

▼
勤
務
時
間　

下
校
時
〜
19
時
（
毎
週

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
週
２
〜
４
日
程
度
）

※

学
校
休
業
日
な
ど
は
、
８
時
〜
19
時

　
で
交
替
制

▼
採
用
期
間　
本
年
４
月
１
日
〜
来
年

　
３
月
31
日

※

臨
時
指
導
員
は
６
か
月
間
（
更
新
制

　
度
あ
り
）

▼
時
給

○
正
規
指
導
員　
１
，
３
０
０
円

税　

金

償
却
資
産
の
申
告

案内

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※

ｅ
L
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
も
可

　
能

▼
申
告
期
限　
１
月
24
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産
税
係

　
（
☎　
１
６
８
９
）

　
１
月
１
日
時
点
で
、
市
内
に
お
い
て

会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
さ

れ
て
い
る
資
産
（
土
地
、
家
屋
お
よ
び

課
税
さ
れ
て
い
る
自
動
車
な
ど
は
除

く
）
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
事
業
用
資
産
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
償
却
資
産
の

◯63

◯63

◯63

税　

金

確
定
申
告
の
還
付
申
告
は
１
月
６
日
か
ら

案内

w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
１
月
14
日
㈫
か

ら
平
成
25
年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申

告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
自
宅
な
ど

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
れ
ば
、

申
告
書
作
成
か
ら
送
信
ま
で
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
事
前
に
準
備
す
る
も
の

①
電
子
証
明
書
（
市
民
課
で
発
行
）

②
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
あ
る

　
パ
ソ
コ
ン

▼
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

○
添
付
書
類
の
提
出
・
提
示
を
省
略
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
還
付
金
の
支
払
い
が
さ
ら
に
早
ま
り

　
ま
す
。

※

市
役
所
の
申
告
会
場
で
は
、
来
庁
者

　
が
集
中
し
た
場
合
、
お
待
ち
い
た
だ

　
く
時
間
が
、
最
大
２
〜
３
時
間
程
度

　
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

市
役
所
会
場
で
の
申
告
相
談
の
日
程

　
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
２
月
号
に
掲

　
載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
税
務
署

　
（
☎
０
７
９
５－

４
２－

０
２
２
３
）

　
市
税
務
課
（
☎　
１
０
０
０　
内
線

　
５
８
３
・
５
８
４
）

　
給
与
所
得
者
で
も
確
定
申
告
が
必
要

な
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
（
以
下
、
所
得
税
等
と
記

載
）
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
還
付
申
告
の
受
付
◆

　
還
付
申
告
は
、
１
月
６
日
㈪
か
ら
、

社
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
）

※

早
め
に
申
告
さ
れ
る
と
、
所
得
税
等

　
の
還
付
が
早
く
な
り
ま
す
。

◆
所
得
税
等
が
還
付
さ
れ
る
方
◆

　
給
与
所
得
者
で
も
、
次
の
場
合
な
ど

は
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
等
が
、

申
告
に
よ
り
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

①
医
療
費
控
除
（
病
気
な
ど
で
支
払
っ

　
た
多
額
の
医
療
費
）
の
申
告
を
さ
れ

　
る
方

②
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
借
入
金

　
に
よ
る
家
屋
の
新
築
、
購
入
、
増
改

　
築
を
行
っ
た
場
合
）
の
申
告
を
さ
れ

　
る
方

③
給
与
収
入
の
み
で
、
年
間
１
０
３
万

　
円
未
満
の
収
入
の
方
で
、
勤
務
先
で

　
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

◆
確
定
申
告
は
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
◆

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
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市
内
在
住
の
国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
の
方
は
、
北
播
磨
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

さ
れ
る
場
合
、
左
記
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
オ
プ
シ
ョ
ン
は

別
料
金
と
な
り
助
成
は
あ
り
ま
せ

　
な
お
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

以
外
の
病
院
で
１
泊
２
日
以
上
の
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
に
は
、
費
用

の
２
分
の
１
（
上
限
１
万
円
）
が
助
成

さ
れ
ま
す
。
（
従
来
と
変
更
な
し
）

▼
申
請
方
法

①
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
診

　
予
約
。（
☎　
８
８
０
０
）

②
受
診
日
の
30
日
前
か
ら
受
診
日
ま
で

　
の
間
に
市
民
課
へ
。

③
持
参
す
る
も
の
は
「
被
保
険
者
証
」

　
と
「
印
か
ん
」
。

④
助
成
金
交
付
申
請
書
に
記
入
い
た
だ

　
き
、
税
・
保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ

　
ば
助
成
券
を
即
日
交
付
し
ま
す
。

※

受
診
日
の
30
日
よ
り
前
に
申
請
さ
れ

　
て
も
助
成
券
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
国
民
健
康

　
保
険
係
・
福
祉
高
齢
医
療
係

　
（
☎　
１
４
６
９
）

　
母
子
家
庭
（
父
子
家
庭
含
む
）
の
方

を
対
象
に
、
法
律
の
専
門
家
に
よ
る
特

別
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

▼
実
施
日　
２
月
６
日
㈭

▼
場
所　
三
木
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー

※

１
月
23
日
㈭
ま
で
に
、
子
育
て
支
援

　
課
児
童
福
祉
係
（
☎　
１
６
４
５
）

　
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯63
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）・
後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
額
が
変
わ
り
ま
す

案内

福　

祉

母
子
家
庭
な
ど
の
特
別
相
談

案内

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の

皆
さ
ん
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、

他
の
利
用
者
の
方
と
交
流
し
な
が
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高

　
齢
者
（
要
介
護
認
定
申
請
中
の
方
や

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
の
方
は
除

▼
内
容　
日
常
動
作
訓
練
、
健
康
チ
ェ

　
ッ
ク
、
送
迎
、
入
浴
、
給
食
、
趣
味

　
活
動
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
。

▼
利
用
回
数　
１
週
間
に
１
回

▼
利
用
料　
１
回
１
，
３
９
８
円
（
食

　
事
代
込
み
）

▼
利
用
施
設　
ふ
た
ば
の
里
（
二
葉　

　
町
）
、
粟
生
逢
花
苑
（
粟
生
町
）
、

　
青
山
荘
（
復
井
町
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢

　
介
護
課
長
寿
福
祉
係
（
☎　

１
０
６
０
）

福　

祉

ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
介
護
予
防
を

案内

ん
。）

く
）

　市では、在宅の家族介護者へ介護用品を支給しています。

Ｑ．対象となる方は？
Ａ．介護者【市内在住／世帯全員が市民税非課税（同居して
　　いる家族、同一住所の方を含む）／在宅で介護している
　　／生活保護受給世帯でない】
　　要介護者【市内在住／世帯全員が市民税非課税（同居して
　　いる家族、同一住所の方を含む）／主に在宅で介護を受
　　けている／要介護状態区分が４か５／生活保護受給世帯
　　でない】

Ｑ．支給品目は？
Ａ．紙おむつ／介護用シーツ／介護用手袋／ウエットティッ
　　シュ

Ｑ．支給方法は？
Ａ．市が選定した業者が、月1回自宅へ配送します。

Ｑ．支給限度額は？
Ａ．1か月当たり6,250円分までです。限度額を超える注文
　　分は自己負担です。

申し込み・問い合わせ先　
高齢介護課長寿福祉係（☎63-1060）

家族介護用品の支給Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

北播磨総合医療センターで人間ドックを受診された場合

コース 助成額 自己負担額加入保険

1泊2日

1日

1泊2日

1日

45,500円

28,000円

58,500円

36,000円

22,750円

14,000円

9,750円

6,000円
後期高齢者医療

国民健康保険
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消
防
本
部
か
ら

案内

暖
房
器
具
は
大
丈
夫
？

　
市
内
で
も
、
電
気
コ
タ
ツ
や
ス
ト
ー

ブ
か
ら
、
ホ
コ
リ
や
衣
類
の
接
触
を
原

因
と
す
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
コ
タ
ツ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
長
年
使
っ

て
い
る
暖
房
器
具
に
つ
い
て
点
検
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
な
お
異
常
を
見
つ
け
た

ら
自
分
で
修
理
せ
ず
、
電
気
店
や
購
入

店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
石
油
暖
房
器
具
◆

【
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
】

・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
本
体
か
ら
異
音
や

　
臭
い
が
す
る
ほ
か
、
機
器
の
異
常
を

　
知
ら
せ
る
ラ
ン
プ
な
ど
が
点
灯
し
て

　
い
ま
せ
ん
か
。

・
吸
気
口
や
フ
ィ
ル
タ
ー
、
温
風
の
吹

　
き
出
し
口
に
ホ
コ
リ
が
た
ま
っ
て
い

　
ま
せ
ん
か
。

【
石
油
ス
ト
ー
ブ
】

・
ス
ト
ー
ブ
の
燃
え
方
や
炎
の
色
に
異

　
常
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
燃
焼
筒
に
ガ
タ
つ
き
や
変
形
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
。

・
火
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、
火
が
消

　
え
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
白
い
煙
が
出
続
け
る
、
臭
い
が
き
つ

　
く
目
に
し
み
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
。

※

使
用
上
の
注
意

・
暖
房
器
具
の
近
く
で
洗
濯
物
を
干
し

　
た
り
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
い
た
り

　
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
や

　
キ
ャ
ッ
プ
の
閉
ま
り
具
合
に
異
常
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
給
油
は
消
火
し
て
か
ら
、
タ
ン
ク
を

　
抜
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
不
良
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
は
使
用
し
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。
（
正
常
な
灯
油
は

　
無
色
透
明
）

・
適
切
に
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
気
暖
房
器
具
◆

【
電
気
ス
ト
ー
ブ
】

・
電
源
ス
イ
ッ
チ
は
正
常
に
作
動
し
ま

　
す
か
。

・
異
音
や
異
臭
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
ヒ
ー
タ
ー
（
発
熱
体
）
は
正
常
に
作

　
動
し
ま
す
か
。

【
電
気
コ
タ
ツ
】

・
電
源
ス
イ
ッ
チ
は
正
常
に
作
動
し
ま

　
す
か
。

・
電
気
コ
ー
ド
は
折
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
特
に
ヒ
ー
タ
ー
に
近
い
根
元
部
分
に

　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ヒ
ー
タ
ー
部
の
フ
ァ
ン
は
正
常
に
回

　

転
し
て
い
ま
す
か
。
回
っ
て
い
る

　
フ
ァ
ン
に
異
音
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
ヒ
ー
タ
ー
の
発
熱
部
分
の
周
辺
に
ホ

　
コ
リ
は
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

※

使
用
上
の
注
意

・
電
源
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
物
の
下

　
敷
き
に
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
タ
コ
足
配
線
に
よ
る
過
電
流
に
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
。

・
コ
タ
ツ
布
団
が
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や

　
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う

◯63

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
電
気
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
で
洗
濯
物

　
は
乾
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◯63

※

雑
草
・
廃
材
な
ど
の
火
災

（11月末時点）
平成25年火災統計

火災種別

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災※

計

前年同時期

9

3

3

3

18

21

件数

◆
消
防
本
部
（
☎　
０
１
１
９
）

水
　
道

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

案内

　
寒
さ
の
厳
し
い
１
〜
２
月
は
、
水
道

が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道
が

凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
水
道
管
の
破
損
に
よ
り
修
理
費

用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　

屋
外
の
配
管
な
ど
は
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
の
保
温
材
な
ど
で
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。
（
給
湯
器
な
ど
の
器
具
や

露
出
し
た
配
管
か
ら
漏
水
し
て
も
水
道

料
金
の
減
免
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
万
一
、
蛇
口
な
ど
が
破
損
し
、
漏
水

し
た
場
合
は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
一
覧
表
は
水
道
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
水
道
お
客
様
セ
ン

　
タ
ー
（
☎　
１
０
１
２
）

【
凍
結
し
や
す
い
と
き
】

○
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

　
な
っ
た
と
き
。

○
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
な

　
ど
、
長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
い

　
と
き
。
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産
　
業

小
野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
の
表
彰
候
補
者
を
募
集

募集

　
を
行
い
、
著
し
い
成
果
を
収
め
た
方

（
イ
）
技
能
職
の
方
で
、
そ
の
技
能
を

　
高
め
る
こ
と
で
著
し
い
成
果
を
収
め
、

　
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
寄
与
し
た
方

（
ウ
）
職
務
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

　
み
、
業
務
の
効
率
化
に
著
し
い
成
果

　
を
収
め
た
方

※

（
ア
）〜（
ウ
）の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
募
集
期
間　
１
月
６
日
㈪
〜
31
日
㈮

▼
推
薦
方
法　
産
業
課
備
え
付
け
、
ま

　
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
し
た
推
薦
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
産
業
課

　
商
工
振
興
係
（
☎　
１
９
２
８
）

　
市
内
の
商
工
業
に
属
す
る
事
業
所
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
優
良

従
業
員
を
表
彰
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
従
業
員
を
雇
用
さ
れ
て
い

る
事
業
主
の
方
は
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
す
る
方

①
20
年
以
上
市
内
に
あ
る
同
一
事
業
所

　
に
勤
務
し
（
平
成
25
年
12
月
１
日
時 

　

点
）、
そ
の
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と

　
認
め
ら
れ
る
方

②
事
業
所
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、

　
そ
の
功
績
が
表
彰
を
受
け
る
に
値
す

　
る
方

（
ア
）
産
業
技
術
の
研
究
ま
た
は
開
発

農
　
業

小
野
ひ
ま
わ
り
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

募集

　
小
野
ひ
ま
わ
り
市
民
農
園
で
は
、
平

成
26
年
度
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
　
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
」
を
見
下
ろ

す
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
気
軽
に
野
菜

づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
場
所　
浄
谷
町
１
５
４
６－

３
４
ほ
か

▼
施
設
内
容　
計
61
区
画

※

上
水
道
・
駐
車
場
・
ト
イ
レ
あ
り

▼
利
用
料
金　
１
区
画
（
50
平
方
㍍
）

　
１
５
，
０
０
０
円
（
年
間
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
産
業

　
課
農
業
振
興
係
（
☎　
１
９
２
８
）

産
　
業

「
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
・
イ
ン
北
播
磨
２
０
１
４
」を
開
催

案内

▼
参
加
事
業
所　
北
播
磨
地
域
（
小
野

　
市
、
加
西
市
、
加
東
市
、
西
脇
市
、

　
多
可
町
）
の
企
業
約
30
社

※

参
加
企
業
の
詳
細
は
１
月
中
旬
か
ら

　
兵
庫
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　
載
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
脇

　
（
☎
０
７
９
５－

２
２－

３
１
８
１
）

▼
日
時　
１
月
24
日
㈮
13
時
〜
15
時　

　
（
受
付
12
時
30
分
〜
14
時
30
分
）

▼
場
所　
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
２
階

　
（
西
脇
市
西
脇
９
９
１
）

　
☎
０
７
９
５－

２
３－

２
０
０
０

▼
対
象　
若
年
求
職
者
（
お
お
む
ね
40

　
歳
未
満
）
、
平
成
26
年
３
月
新
規
大

　
学
等
卒
業
予
定
者
、
平
成
23
年
３
月

　
以
降
の
既
卒
者

ひまわり
の丘公園 児童館

浄谷
新池

共
進
牧
場

ひまわり・菜の花・
コスモス畑

市民
農園①９+（－４）＝　

②（－５）－（＋８）＝
③（－６）×（－８）＝

※中学1年生レベル

※各級の合格者には認定証を交付します。

答え①５　②－１３　③４８　④５　⑤－５

いきいき社会創造課（☎63-2445）

場所　図書館2階　研修室（1）
検定部門 小学校漢字　18級～スーパー級

中学校漢字　6級～スーパー級
小学校計算　18級～1級
中学校計算　9級～1級
英　　　語　11級～1級
スピード計算　初級・中級・上級
音　　　読　初級・中級・上級　　

おの検定チ

ャレ
ンジ

1月5日㈰・19日㈰　

13：30～16：30

中学校「計算」9級※にチャレンジ！

④40÷（－２）÷（－４）＝
⑤７－３×４＝
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男
女
共
同
参
画
・
国
際
交
流
・
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

「
第
14
回
O
N
O 

R
U
N 

ラ
ン
W
A
L
K
」開
催

案内

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト
で

申
し
込
み
で
き
ま
す
。（
コ
ン
ビ
ニ・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
い
可
）

※

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ　

　
ン
」
手
数
料
２
０
０
円

※

「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
手
数
料
２
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
限　
１
月
６
日
㈪
消
印

　
有
効

▼
エ
ン
ト
リ
ー
先　
㈱
チ
ョ
ッ
パ
ー
（
小

野
商
工
会
議
所
１
階
）
☎　

８
２
０
０

（
平
日
９
時
〜
17
時
）
・　
　
０
１
８
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
体
育
保
健
課
（
☎　
２
５
９
１
）　

▼
日
時　

１
月
26
日
㈰
９
時
開
会　

   

　
（
受
付
８
時
）

▼
場
所　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
周
辺
コ

　
ー
ス

▼
駐
車
場　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
第
２

駐
車
場
（
今
年
度
か
ら
駐
車
台
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
）
▽
Ｊ
Ａ
兵

庫
み
ら
い
小
野
営
農
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
▽
旭
丘

中
学
校
駐
車
場
な
ど

※

神
戸
電
鉄
小
野
駅
か
ら
会
場
ま
で
無

　
料
臨
時
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
（
３
通
り
）

①
各
コ
ミ
セ
ン・市
総
合
体
育
館（
ア
ル

ゴ
）・
匠
台
公
園
体
育
館（
お
の
ア
ク

ト
）・
市
教
育
委
員
会
な
ど
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
エ
ン

ト
リ
ー
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
申
込
用
紙
に
添
付
の
払
込
取
扱
票
で
、

郵
便
局
で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
（
振
り
込
み
手
数
料
が
必
要
）

※

エ
キ
デ
ン
の
部
や
親
子
マ
ラ
ソ
ン
の

部
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
代
金
払
い

込
み
後
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
と

払
込
日
を
記
入
の
う
え
、
エ
ン
ト

リ
ー
先
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

●ウォーキング（中学生以下300円、高校生以上500円）

部門および参加料

スタート コード 部 門 距　離

9：30
1
2

ショートコース
ロングコース

7㎞
10㎞

中学生女子
中学生男子 
一 般 女 子（高校生～29歳） 
一 般 女 子（30～49歳） 
一 般 女 子（50歳以上） 
一 般 男 子（高校生～29歳） 
一 般 男 子（30～49歳） 
一 般 男 子（50歳以上） 
小学生女子（3年生）
小学生女子（4年生） 
小学生女子（5年生） 
小学生女子（6年生） 
小学生男子（3年生） 
小学生男子（4年生）
小学生男子（5年生） 
小学生男子（6年生） 

●マラソン（中学生以下300円、高校生以上500円）
スタート コード 部 門 距　離

10：30

10：40

10：35

10：50

1.3㎞

1.3㎞

2.9㎞

5.2㎞

3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

親子（3歳～小学2年生の子どもとその
保護者【20歳以上の成人】）

※制限時間
　40分

小学生女子（3年生以上）
小学生男子（3年生以上）
中学生女子 
一 般 女 子（高校生含む） 
中学生男子 
一 般 男 子（高校生含む） 

●エキデン
（小・中学生の部1,500円、一般の部2,500円、スポーツ少年団
の部2,100円）
スタート コード 部 門 距　　　離

9：30

11：10

1～5区（各1.3㎞）
1～5区（各2.3㎞）

1～5区（各2.3㎞）

1～5区（各2.9㎞）

21
22
23
24
25
26

スポーツ少年団20

1区6年男子／2区4年女子／
3区5年男子／4区5年女子／
5区4年男子／6区6年女子／
7区6年男子※1・7区（2.3㎞）
2～6区（1.3㎞）
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ル
サ
（
ロ
シ
ア
風
サ
ラ
ダ
）
、
ア
ロ

　
ス 

タ
パ
ド
（
ご
は
ん
料
理
）
、
マ

　
サ
モ
ラ 

デ 

チ
ャ
ン
カ
カ
（
蜂
蜜
入

　
り
ケ
ー
キ
の
プ
デ
ィ
ン
グ
）

▼
講
師　
モ
レ
ノ
・
ペ
レ
ス
デ
・
チ
ャ

　
ン
・
イ
リ
ス
さ
ん
（
市
内
在
住
・
ペ

　
ル
ー
出
身
）

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　
１
，
０
０
０
円
（
小
学
生

　
以
下
５
０
０
円
）

※

当
日
、
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ

　
き
ん
・
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
方
法　
窓
口
・
電
話
・
メ

　
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
、
協
会
へ

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

info@
oia.gr.jp

　
異
国
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ペ
ル
ー
に
つ
い
て
も
学
べ
ま

す
。

▼
日
時　
１
月
26
日
㈰
10
時
〜
13
時　

　
（
受
付
９
時
30
分
）

▼
場
所　
コ
ミ
セ
ン
お
の
１
階
調
理
室

▼
メ
ニ
ュ
ー　
ア
ド
ボ 

デ 

チ
ャ
ン
チ
ョ

　

（
豚
肉
の
マ
リ
ネ
）、
エ
ン
サ
ラ
ダ

◯62

◯62

　
女
性
の
役
員
を
継
続
登
用
さ
れ
る
自

治
会
へ
の
補
助
金
制
度
を
、
平
成
25
年

度
か
ら
３
年
間
限
定
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
　
近
年
の
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
、
女
性
の
自
治
会
役
員

へ
の
参
画
が
一
層
、
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
平
成
25
年
末
時
点
で
は
、
７
自
治
会

か
ら
申
請
が
あ
り
、
女
性
役
員
の
方
は
、

周
囲
の
協
力
の
も
と
、
意
欲
的
に
自
治

会
を
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
検

討
中
の
自
治
会
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
男
性
も

女
性
も
と
も
に
考
え
る
自
治
会
を
目
指

し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

　
自
治
会

○
構
成
世
帯
数
が
約
20
世
帯
以
上

男
女
共
同
参
画

自
治
会
役
員
女
性
参
画
へ
の
補
助
金

案内

　
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
は
、
正
し
い
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
た
め
に
必
要
な
筋
肉
（
イ
ン

ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
）
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
代
謝
が
上
が
り
血
行
が
良
く
な

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
19
日
㈰
14
時
〜
15
時
30
分

▼
場
所　
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

　
軽
運
動
室

▼
講
師　
採
澤
薫
さ
ん
（
ア
ル
ゴ
ス
ポ

　
ー
ツ
教
室
講
師
）

▼
対
象　
満
15
歳
以
上
の
方

▼
定
員　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
）※

抽
選
日
１
月
15
日
㈬

▼
参
加
料　
１
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
間　
１
月
２
日
㈭
〜
14

　
日
㈫

▼
申
し
込
み
方
法　
当
館
備
え
付
け
の

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　
え
窓
口
で
申
し
込
ま
れ
る
か
、
住
所

　
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

　
と
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
講
習
会
参
加
希
望
と
記
入
の
う
え
、

　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

▼
受
講
通
知　
受
講
通
知
を
は
が
き
で

　
送
付
し
ま
す
。
１
月
18
日
㈯
ま
で
に

　
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

　
〒
６
７
５－

１
３
７
８　
小
野
市
王

　
子
町
９
１
７
番
地
の
１

　
（
☎　
７
０
０
０
・　
　
７
５
６
０
）

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」に
参
加
を

募集

○
役
員
の
選
出
が
住
民
の
総
意
に
よ
り

　
総
会
な
ど
で
決
定
さ
れ
て
い
る

○
規
約
や
総
会
議
決
な
ど
に
よ
り
、
２

　
人
以
上
の
女
性
が
継
続
的
に
登
用
さ

　
れ
る
し
く
み
が
で
き
て
い
る

○
自
治
会
役
員
に
２
人
以
上
の
女
性
を

　
登
用
し
て
い
る

▼
補
助
金
額　
年
額
10
万
円
（
１
自
治

　
会
に
つ
き
）

　
さ
ら
に
、
登
用
さ
れ
た
女
性
役
員
が

自
治
会
長
、
副
会
長
、
会
計
の
場
合
は
、

10
万
円
加
算
し
ま
す
。

　
年
度
に
１
回
の
申
請
と
し
、
平
成
27

年
度
ま
で
は
毎
年
申
請
で
き
ま
す
。

▼
補
助
金
の
使
途　
制
限
な
し

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

　
（
☎　
１
０
１
７
）

◯63

◯63

◯63 ◯70

国
際
交
流
協
会
か
ら

国
際
交
流
協
会
か
ら

☎
　
６
７
６
３

　
　

２
４
０
０

◯62◯62

国
際
料
理
教
室

「
ペ
ル
ー
料
理
」参
加
者
募
集

募集

さ
い  

ざ
わ

神戸電鉄小野駅発
（ひまわりの丘公園行き）

①　7：40
②　8：35

ひまわりの丘公園発
（神戸電鉄小野駅行き）

①　11：30
②　12：30

無料臨時バス時刻表
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暮
ら
し
の
情
報

健
康
・
義
援
金
・
神
戸
電
鉄
・
表
彰

　
県
で
は
、
昨
年
11
月
８
日
に
発
生
し

た
台
風
30
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
を
支
援
す

る
た
め
の
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
へ
の
温
か
な
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
募
集
期
限　
２
月
28
日
㈮

▼
募
集
方
法

①
県
庁
、
各
県
民
局
な
ど
に
設
置
の
募

　
金
箱

②
郵
便
振
替
（
別
途
振
込
手
数
料
が
必
要
）

義
援
金

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
支
援
に
ご
協
力
を

案内

　
郵
便
振
替
口
座
：
０
０
９
５
０－

９

　

－

１
６
５
２
７
４

　
口
座
名
義
：
平
成
25
年
フ
ィ
リ
ピ
ン

　
台
風
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会

※

税
法
上
の
優
遇
措
置
（
特
定
寄
附
控

　
除
）
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風

兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会
事
務
局

（
県
防
災
企
画
課
内
）　
☎
０
７
８－

３
４
１－

７
７
１
１（
内
線
５
３
８
６
）

　
　
０
７
８－

３
６
２－

９
９
１
４

　
粟
生
線
〜
神
戸
高
速
線
全
線
間
の
運

賃
を
大
幅
に
割
り
引
き
し
た
お
得
な
乗

車
券
「
粟
生
線
家
族
お
で
か
け
き
っ

ぷ
」
を
使
っ
て
、
お
で
か
け
し
ま
せ
ん

か
。

▼
発
売
額　
２
，
３
０
０
円

　
（
大
人
２
人
＋
小
児
１
人
の
往
復
乗

　
車
券
を
セ
ッ
ト
）

▼
発
売
期
間　
１
月
10
日
㈮
ま
で

▼
有
効
期
間　
１
月
31
日
㈮
ま
で
の
乗

　
車
当
日
１
回
限
り
有
効

▼
有
効
区
間　
神
戸
電
鉄
湊
川
・
粟
生

　
駅
間
〜
神
戸
高
速
線
全
線
（
阪
急
・

神
戸
電
鉄

「
粟
生
線
家
族
お
で
か
け
き
っ
ぷ
」で
出
か
け
よ
う

案内

　
阪
神
三
宮
・
西
代
駅
ま
で
）

※

北
鈴
蘭
台
駅
〜
有
馬
温
泉
駅
、
有
馬

口
駅
〜
三
田
駅
、
横
山
駅
〜
ウ
ッ

デ
ィ
タ
ウ
ン
中
央
駅
間
の
各
駅
で
の

乗
降
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
発
売
場
所　
小
野
駅
、
樫
山
駅
（
ゆ

う
ゆ
う
の
里
か
し
や
ま
）、
三
木
駅
、

志
染
駅
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
神
鉄
グ
ル
ー
プ
総
合
案
内
所

　
（
☎
０
７
８－

５
９
２－

４
６
１
１
）
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◯63

◯63

◯63

◯63

　
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
つ
い
て
、

楽
し
み
や
嬉
し
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、

不
安
や
悩
み
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
「
生
活
習
慣
が
整
わ
な

い
」
「
会
話
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な

い
」
「
集
団
生
活
が
う
ま
く
い
か
な

い
」
な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち
の
就
学
前

の
子
ど
も
が
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に
講

座
を
開
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
育
ち
に
応
じ
た

関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
１
月
29
日
㈬
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
講
話

▼
講
師　
寺
見
陽
子
さ
ん（
神
戸
松
蔭
女

　

子
学
院
大
学
子
ど
も
発
達
学
科
教
授
）

▼
対
象　
お
お
む
ね
４
〜
５
歳
の
子
ど

　
も
を
持
つ
保
護
者

▼
定
員　
40
人　

※

託
児
あ
り

▼
参
加
料　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　
１
月
21
日
㈫
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
健
康
課
（
☎　
３
９
７
７
）

　
脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ

て
血
液
が
流
れ
な
く
な
っ
た
り
（
脳
梗

塞
）、
脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血
し
た

り
（
脳
出
血
）
し
て
、
脳
の
組
織
が
死

ん
で
し
ま
う
病
気
の
こ
と
で
す
。
こ
の

機
会
に
脳
卒
中
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時　
２
月
22
日
㈯
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
図
書
館
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

○
一
部
「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め

に
」　
講
師　
濱
口
浩
敏
医
師
（
北

播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
神
経
内
科

部
長
）

○
二
部
「
脳
卒
中
の
最
新
の
治
療
」

　
講
師　
三
宅
茂
医
師
（
北
播
磨
総
合

　
医
療
セ
ン
タ
ー
脳
神
経
外
科
部
長
）

▼
定
員　
１
０
０
人

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
課
（
☎　
３
９
７
７
）

　
若
い
方
に
も
乳
が
ん
の
発
症
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乳
が
ん
は
検

診
に
よ
る
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
で

治
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
対
象
年
齢
の

方
は
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　
40
歳
以
上
で
昨
年
度
検
診
を

　
受
け
て
い
な
い
方

※

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
さ
れ
て
い

　
る
方
、
豊
胸
術
を
受
け
た
方
、
授
乳

　
中
の
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
検
診
内
容　
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ

　
フ
ィ
撮
影

▼
検
診
日　
２
月
５
日
㈬
・
14
日
㈮
・

　
19
日
㈬
・
21
日
㈮

▼
受
付
時
間　
13
時
〜
14
時
30
分

▼
定
員　
各
日
30
〜
40
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
期
限　
１
月
17
日
㈮

▼
予
約
方
法　

健
康
課
（
☎　
３
９
７

　
７
）
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
料
金　
40
〜
49
歳
は
２
，
３
０
０
円
、

　
50
〜
74
歳
は
１
，
８
０
０
円

※

今
年
度
末
時
点
の
年
齢
が
75
歳
以
上

　
の
方
は
無
料

　

「
減
塩
」
と
「
野
菜
ワ
ン
プ
レ
ー

ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
調
理
を
通
し
て
、

健
康
づ
く
り
の
輪
を
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ

（
繋
ぐ
）
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
12
日
㈬
10
時
〜
12
時
30
分

▼
場
所　
コ
ミ
セ
ン
お
の
調
理
実
習
室

▼
主
催　
小
野
市
い
ず
み
会

▼
対
象　
40
〜
74
歳
の
方

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
申
し
込
み
方
法　
１
月
30
日
㈭
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
健
康
課
（
☎　
３
９
７
７
）

健
康
課
か
ら

健
康
課
か
ら

年
始
の
救
急
歯
科
診
療

案内

健
康
講
座
の
受
講
生
募
集

募集

子
育
て
健
康
講
座
の

受
講
生
募
集

募集

〜
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
に

合
わ
せ
た
子
育
て
の
コ
ツ
〜

〜
放
っ
て
お
く
と
怖
い
脳
卒
中
〜

乳
が
ん
検
診
の
受
診
を

案内

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ（
繋
ぐ
）

パ
ー
ト
ナ
ー
講
習
会
の
受
講
生
募
集

募集

〜
お
い
し
く
「
減
塩
」＆

「
野
菜
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
」
〜

第9回ピンクリボンデザイン大賞
グランプリ受賞作品・山中里紗さ
ん（小野市）※関連記事29㌻

農林水産省経営局長賞を受賞

　昨年10月29日から3
日間、石川県金沢市で開
催された「全国農業担い
手サミットinいしかわ」
において、「農事組合法
人きすみの営農」（藤本
弘文組合長＝写真）が、
農林水産省経営局長賞を
受賞しました。
　農事組合法人きすみの

営農は、兵庫県内に1,000あまりある集落営農組合
の代表として出席。地域農業の担い手として、地産
地消への取り組みや、農作業の機械を運転するオペ
レータに県内で初めて女性を起用するなど、創意工
夫を活かした発展的な取り組みが高く評価されまし
た。                                （産業課　☎63-1928）

　平成25年度全国社会
福祉大会で、小野市民生
児童委員協議会（岸本龍
雄会長＝写真）が厚生労
働大臣表彰を受賞しまし
た。
　これは、昭和31年か
ら約56年間にわたる協
議会の活動が、地域福祉
に大きく貢献したとし
て、贈られたものです。
　民生委員・児童委員は、皆さんが安心して暮らせ
るように、それぞれの担当の地域で、ボランティア
で高齢者の介護や健康・医療、子育てに関する相談
に応じたり、専門機関を紹介したりしています。

    （社会福祉課　☎63-1011）

厚生労働大臣表彰を受賞
小野市民生児童委員協議会
厚生労働大臣表彰を受賞

表彰 表彰

▼
診
察
時
間　
９
時
〜
12
時

日　程 当 番 医

※変更の場合があります。事前に確認してください。

長井歯科医院
（市場町）
☎63-6428
栗林歯科医院
（加東市社）
☎0795-42-0431
芝本歯科医院
（黒川町）
☎63-3600

1月  1日（祝）

2日（木）

3日（金）

農事組合法人きすみの営農
農林水産省経営局長賞を受賞
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施設だより

上本町94（☎・ 　63-2126）
おの夢館（播州カフェ）

避難訓練に参加したよ

「さをり織り工房作品展」開催

浄谷町2859（☎・　63-8588）
児童館チャイコム

でまんど・チャイコム♪「ほっと笑え場」

育児用品のとりかえっこ

　来館中の親子に、火
災を想定した避難訓練
に参加していただきま
した。訓練の後は、消
防車の見学や消火器を
使う体験をしました。 
　　　　 （11月19日）

1月29日（水）10：00～11：30
コミセンいちば　和室
親子
50人（先着順）
※デマンドバス利用者は先着10人　
無料（デマンドバス利用の場合は、別途大人
往復200円が必要）
持ち物：水筒、おしぼり
※児童館備え付けの申込用紙を提出してくだ
　さい。（ファクスも可）

2月3日（月）10：00～11：20
児童館チャイコム　遊戯室・集会室
子育て中の保護者
※事前に持ってきた品物と同数持ち帰ること
　ができます。（1家族、最高7品まで）

1月6日（月）～31日（金）
13：00～17：00　※水曜休館

　「たのしい空間with
遊」（三木市）による
『さをり織り工房作品
展』を開催します。
　「さをり織り」とは、
自由に織れる手織りの
こと。展示会では、さ
をり織りのかばんや小
物などを展示します。

　手作りおやつの紹介を聞いたり、エプロンシア
ターを見たりして、楽しく交流しませんか。児童館
からデマンドバスに乗って行くこともできます。

　家で眠っている子ども服や育児用品などを持ち寄
って、交換しませんか。1月23日（木）から28日（火）
までに、品物を児童館へお持ちいただいた方に参加
券をお渡しします。
　育児用品の提供のみも受け付けます。

児童館チャイコム予定表（1月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室

黍田町1000-1（☎70-0261・　 70-0262）

1/1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12
13
14
15
16

17

18
19
20
21
22
23

24

25

26
27
28

29

30

31

（水）
（木）
（金）
（土）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）

（金）

（土）

（日）
（月）
（火）
（水）
（木）

（金）

（土）
（日）
（月）
（火)
（水）
（木）

（金）

（土）

（日）
（月）
（火)

（水）

（木）

（金）

《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロンなど

日 《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作など

-
-
-

-
-
-

-
-
-

-

-

-

-

休 館 日

親子で自由あそび

親子で自由あそび
お正月のあそびを楽しもう

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

パパサタサロン
「伝承おもちゃを作ろう」

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）
にこにこ子育て相談（9:45～11:00）
みんなで体操１．２．３

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）
親子で自由あそび
掲示板に表示する作品づくり
選んで遊ぼうコーナーあそび
みんなで体操１．２．３
みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

パパサタサロン
お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）
親子で自由あそび
親子で自由あそび
みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

選んで遊ぼうコーナーあそび
みんなでお祝いハッピーバースデーと
豆まき（10:30～11:30）

でまんど・チャイコム♪
「ほっと笑え場」コミセンいちば
（10:00～11:30）※申込者対象

エコ工作を楽しもう

お正月のあそびを楽しもう（10:30～）

パステルアートに挑戦(10:30～）
※申込者対象

エコ工作を楽しもう

ふれあいマッサージ（10:30～）
※申込者対象

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10:30～）

０歳児・ほのぼのひろば（10:30～）
～わらべうたあそびを楽しもう～

絵本を楽しもう

おしゃべりタイム（10:30～）

1月生まれのお友だち集まれ！
（9:45～10:15）

22広報「おの」　2014.1
日時　　場所　　定員　　受講料・料金　　申込期間　　対象　　内容

「赤ちゃんタイム」の試行を始めます

中島町64（☎62-0456・　 62-0606）
図書館

「工作教室」申し込み受付中
1月12日（日）10：00～11：00
図書館2階児童閲覧室
市内在住の小学校3年生まで（先着10人）
無料
折り紙や簡単な工作（道具は、用意します。）
※申し込みはカウンターへ（電話可）

　赤ちゃんや小さな子ども連れでも気兼ねなく本
が選べる時間帯を設定し、保護者の方の読書活動
を支援します。
　試行中は、普段より赤ちゃんや幼児の声がする
場合がありますが、ご協力をお願いします。

10：30～
14：00～・14：40～
14：00～・14：40～
10：30～・●13：30～
14：00～・14：40～

4日（土）
5日（日）
11日（土）
18日（土）
25日（土）

1月のお話会 1月の休館日
E

E

※●は「英語でお話会」E

1～3日、
28日（火）

小野藩陣屋のまちに春を呼ぶ
「第3回　ビッグひなまつり」

西本町477（☎ 63-3390・　 63-3462）
好古館

　昨年5,000人以上の
来館者で賑わった、県
内最大の「ビッグひな
まつり」は、今年で３
回目。
　今回は、昨年より約
60点増やして展示。
明治から昭和時代の内

裏びなや、陣屋のまちの歴史を感じさせる段飾り
や御殿飾り、立びなの人形など約350点のほか、
羽子板や掛軸などを豪華絢爛に展示します。
2月1日（土）～4月6日（日）
9：30～17：00
※月曜休館（祝日の場合は、その翌日）
好古館１階ホール
大人（高校生以上）200円、小・中学生100円
※ココロンカード持参の小・中学生は無料

盛大に並ぶひな人形（昨年）

短期講座生募集～兜づくり～

粟生町1816‐7（☎・　 66 - 7789）
あお陶遊館アルテ

　端午の節句に向けて、手づくり
の兜を作りませんか。
　当館で用意した兜の型に、つの
や家紋などの装飾をし、オリジナ
ルの兜に仕上げます。大きさは横
幅17㎝程度です。

①2月14日（金）13：30～15：30
②2月15日（土）  9：30～11：30
※①②とも、内容は同じです。
各15人
※応募者多数の場合は抽選。
※申込者が3人以下の場合は、開講しません。
1,000円（市外の方は1,500円）
1月25日（土）
※あお陶遊館アルテに備え付けの申込書に記入
　のうえ申し込みください。（ファクスも可。
　ただし、送信後は必ず確認の電話をしてくだ
　さい。）

1月～3月の毎月第2・4木曜日
10：00～12：00、16：00～17：00
※お子さんの保育は行いません。

干支石鹸プレゼント！
　1月2日（木）・3日（金）は、各日先着500人に干支
石鹸をプレゼントします。

営業時間延長のお知らせ
　1月2日（木）～4日（土）は、23時まで営業しま
す。（最終受付22：30）

　新年、明けましておめでとうございます。
　オープン以来、“ゆぴか”は約360万人のお客
様にご入浴いただきました。
　今年は、日帰り温泉の充実はもとより、隣接
している小野アルプスや周辺駅からの利便性を
高め、何度も足を運んでいただける施設を目指
します。
　また、「ゆぴかマラソン塾」をはじめ、様々な
企画にもチャレンジしていきます。
　新たな“ゆぴか”にご期待ください。

支配人　髙坂　勝巳

営業時間10：00～22：00（最終受付21：30）

　今年は、“ゆぴか”10周年！

けん らん

かぶと

【新年のごあいさつ】
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施設だより

1月 19日（日）13:30～15:30

大阪音楽大学吹奏楽団コンサート

～吹奏楽～school楽演祭Ⅸ

エクラキッズ会員限定イベント
親子でつくろう！ あそぼう！
～アートな凧～

1月 12日（日）14:00開演

2月 2日（日）13:00開演

1月 18日（土）

3月 8日（土）14:00開演

県民芸術劇場
HAPPY MUSICフェスタ
ブラックボトムブラスバンド＆エクラフレンズ

自由に描いたオリジナル凧を、親子であげよう！

◆出　演　ブラックボトムブラスバンド
　　　　　HEART＆SOUL・高橋真弓
　　　　　エクラひまわり楽団
　　　　　エクラアカペラサークル
　　　　　エクラキッズクワイヤ（順不同）
◆場　所　エクラホール
◆料　金　1,200円（友の会1,000円）
　　　　　高校生以下600円　※自由席
◆発売日　1月25日（土）

好評
発売中

好評
発売中

 音楽を楽しもう！「ブラックボトムブラスバンド」を
メーンに、エクラゆかりのアーティストや、エクラで
生まれた音楽団体が共演します。

●〇小野市男女共同参画センターからのお知らせ〇●

◆講　師　小川真知子さん（NPO法人SEAN　理事長）
◆定　員　15人
◆場　所　中会議室
◆参加料　無料
◆締め切り   1月11日（土）

　「ホンマにそれでええの？」男女共同参画の視点
からツッコミを入れながら、テレビＣＭが私たちの
くらしに与える影響について考えます。

2月 16・23日（日）13:30～15:30

◆内　容　16日：子育てマネー事情
　　　　　23日：夫婦で考えるライフプラン
◆講　師　福一由紀さん（マネーラボ関西代表）
◆定　員　20人   
◆場　所　中会議室
◆参加料　無料
◆締め切り   2月3日（月）

　それぞれのライフプランにあった、これからの賢
いお金の使い方・ため方を、今学ぼう！

テレビのCM　ウラ・オモテ
～それってアタリマエ？ ちょっと見方を変えてみよう～

パパ・ママ一緒に考える　ハッピーライフプラン
～子育て費用を無理なく捻出～

指定管理者 NPO法人 北播磨市民活動支援センター
中島町72番地（☎62-5080・ 　62-2400）

1月の休館日 28日（火）

小学生　10:30～12:00
幼　児　13:00～14:00

◆出　演　旭丘中学校・小野中学校・小野南中学校
　　　　　河合中学校・兵教大附属中学校
　　　　　小野高校・三木高校・社高校
　　　　　兵庫教育大学の各吹奏楽部（順不同）
◆場　所　エクラホール
◆料　金　無料　※自由席

◆場　所　大会議室
◆料　金　500円

※参加には、キッズ会員への入会
　が必要です。（年会費100円）

※応募者多数の場合は抽選。抽選結果は発送します。
　託児無料（要予約・定員10人・1歳～小学校3年生）申し込み・問い合わせは、☎62-6765まで

たこ
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市民会館イベント情報 王子町806-1（☎63-1020・    63-1138）

市内のコミセン情報

日時　　場所　　定員　　受講料・料金　　申込期間　　対象　　内容

王子町806-1（☎63-1020・　　63-1138）コミセンおの

福住町247-5（☎・　　67-0044）コミセン下東条

◆「小野陣屋まつり」に出店・出演しませんか

「関西フィルハーモニー
　　　管弦楽団コンサート」

「六代桂文枝襲名記念 独演会」

2月16日（日）15：00開演（14：30開場）
市民会館大ホール
一般2,000円、大学生1,000円、小・中・高校生
500円（全席自由・当日券は各500円増）
前売券販売場所：市民会館、好古館、図書館、
市内各コミセン
※一時保育あり（1歳～就学前対象・先着20人
　・申し込みは1月31日まで）
プログラム
 【第1部】
・関西フィルと一緒に演奏しよう吹奏楽団と
　の共演（ビルボードマーチ・元禄）
・ピアノコンチェルト（ベートーヴェン：ピア
　ノ協奏曲第3番ハ短調Op.37より第1楽章）
・関西フィルと一緒に歌おう合唱団・児童合唱
　団との共演（愛に生き平和に生きる）
【第2部】
・中欧の魅力　藤岡幸夫　郷愁の旋律
　（ブラームス：ハンガリー舞曲第1番ほか）

2月10日から25日までの毎週月・火曜日
（全6回）19：30～21：30
コミセンおの　IT学習室
15人（市内在住、在勤、または在学の方優先）
※応募者多数の場合は抽選
2,000円（テキスト代が別途必要）
1月6日（月）～20日（月）
※各コミセンに備え付けの申込書に記入のう
　え、コミセンおのへ提出してください。
　（ファクスも可。電話確認が必要）

「1月小野シネマナビ」

好評
発売中

好評
発売中

1月18日（土）14：00開演（13：30開場）
うるおい交流館エクラホール
2,000円（当日2,500円）※全席自由
前売券販売場所：うるおい交流館エクラ、市
民会館、市内各コミセン、好古館、図書館
出演者：桂文枝ほか

3月1日（土）・2日（日）両日とも11：00～16：00
小野商店街
原則、両日出店でき、小野市料飲組合加盟店、
北播磨地域の市民団体で、区長または地域づ
くり協議会から推薦された団体

3月2日（日）10：00～15：00
愛宕神社境内特設舞台（小野商店街内）  
音楽演奏、歌、ダンス、演舞などを披露する
5人以上の団体
※1月20日（月）までにコミセンおのへ申し込
　みください。

1月25日（土）　※開場は30分前
①10：00　②13：00　③16：00
当日券800円
※小野シネマゴールドカード提示の方は、当
　日券500円。
監督：内田けんじ
出演：堺雅人、香川照之、広末涼子ほか

　市民と関西フィルハーモニー管弦楽団のコラボ
レーションによるコンサートを開催します。

出店者募集

舞台出演者募集 

展 示 内 容 日 程

「クリスマスイルミネーションフォトコンテスト作品展」
小野地区地域づくり協議会　 1/10～30

◆市民ギャラリー展示案内

◆パソコン講習会「ITすくぅーる」
　～動画作成コース～　受講生募集

　第15回上海国際映画祭
で日本初の脚本賞を受賞
した「鍵泥棒のメソッ
ド」（2012年・日本）を上
映します。

ⓒ2012「鍵泥棒のメソッド」製作委員会

　下東条地区地域づくり
協議会では、㈶自治総合
センターが実施する「コ
ミュニティ助成事業」を受
け、音響システムやテン
トなどの備品を購入。夏

まつりをはじめとする地区三大まつりや地域活性
化のための事業に活用しています。
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佐野允彦（さの・まさひこ）
元朝日新聞記者。2010年7月から市学
術政策員。私が小野を車で走っていて気
がついたのは、あちこちに古いお堂が
残っていること。堂々たるものだ！　特
別展にはお堂の資料も展示されている。

♦
新
発
見
の
小
野
最
古
の
絵
図
♦

　

私
が
見
学
し
た
の
は
、
先
行
し
て
開
か

れ
た
好
古
館
で
の
も
の
。
そ
の
内
容
を
も

と
に
紹
介
す
る
が
、
新
た
に
見
つ
か
っ
た

絵
図
は
、「
溝
井
谷
用
水
妨
出
入
争
論
絵

図
」
だ
。
中
谷
町
屋
口
の
「
屋
口
村
文
書
」

の
一
つ
で
、
好
古
館
と
神
戸
大
学
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
の
連
携
調
査
に
よ
り
屋
口
公

民
館
で
見
つ
か
っ
た
も
の
と
い
う
。
こ
の

合
同
調
査
は
市
内
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
が
、
下
東
条
地
区
は
特
に
地
元
の
取
り

組
み
が
熱
心
で
、
平
成
22
年
か
ら
毎
年
地

域
展
を
開
い
て
き
た
。
こ
の
積
み
重
ね
に

よ
り
地
域
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
今
回
の
古
絵
図
の
発
見
に

も
つ
な
が
っ
た
と
言
え
そ
う
だ
。

　

こ
の
絵
図
は
脇
本
、
屋
口
、
池
田
の
３

か
村
の
合
同
利
用
だ
っ
た
溝
井
谷
の
用
水

を
、
脇
本
、
池
田
２
村
が
溝
を
切
り
つ
ぶ

す
な
ど
し
て
用
水
を
「
押
領
」（
横
領
）

し
た
こ
と
に
対
し
、
屋
口
村
が
大
坂
代
官

所
に
訴
え
出
た
際
の
説
明
資
料
に
し
た
も

の
の
よ
う
だ
。
溝
井
谷
の
谷
川
筋
、
６
か

所
の
「
井
関
」、
溝
な
ど
の
様
子
を
は
っ

き
り
描
い
て
い
る
。
用
水
の
水
色
の
彩
色

は
い
ま
な
お
鮮
や
か
だ
。
自
分
の
村
の
田

ん
ぼ
を
潤
す
用
水
を
守
る
た
め
、
屋
口
村

の
人
た
ち
が
「
一
所
懸
命
」
に
な
っ
た
こ

と
が
１
枚
の
絵
図
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
争
論
絵
図
よ
り
半
年
ほ
ど
あ
と
の

元
禄
14
年
４
月
の
「
屋
口
村
絵
図
」
は
、

こ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。村
域
の
田
畑
、百
姓
持
山
、溝
・
川
・
池
、

社
・
堂
・
道
な
ど
を
彩
色
し
て
表
し
て
い

る
。
村
人
の
信
仰
の
拠
点
の「
阿
弥
陀
堂
」

や
備
蓄
用
の
「
郷
蔵
」
も
描
か
れ
、
江
戸

中
期
の
村
の
構
造
が
よ
く
わ
か
る
貴
重
な

絵
図
だ
。
争
論
絵
図
と
合
わ
せ
、
自
分
た

ち
の
村
へ
の
強
い
愛
着
を
感
じ
さ
せ
る
。

ち
な
み
に
元
禄
14
年
と
言
え
ば
、「
忠
臣

蔵
」
の
発
端
、
浅
野
内
匠
頭
に
よ
る
江
戸

城
内
刃
傷
事
件
が
起
き
た
年
だ
。

♦
３
０
０
年
以
上
続
く
地
お
こ
し
♦

　

先
月
の
本
欄
で
紹
介
し
た
大
山
喬
平
・

京
大
名
誉
教
授
が
小
野
の
古
絵
図
で
注
目

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
元
禄
15

年
作
成
の
久
保
木
村
絵
図
。
こ
れ
に
張
ら

れ
た
数
枚
の
付
箋
の
中
に
「
地
蔵
堂
屋
敷

毎
年
正
月
三
日
地
お
こ
し
仕
候
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、「
地
お
こ
し
」
と
い
う
村
の

農
耕
開
始
の
民
俗
行
事
が
記
録
さ
れ
て
い

る
の
も
興
味
深
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
「
祭
り
」
の
中
で
、

こ
の
地
お
こ
し
行
事
も
詳
し
く
紹
介
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
年
頭
に
今
年

の
耕
作
の
安
全
と
水
が
不
足
し
な
い
よ
う

祈
願
し
た
も
の
」と
い
う
。「
牛
王（
牛
玉
）

宝
印
」
と
い
う
お
札
を
差
し
た
棒
（
牛
王

杖
）
を
田
の
水
口
や
た
め
池
の
水
の
落
と

し
口
な
ど
に
立
て
る
も
の
だ
。
久
保
木
で

は
絵
図
か
ら
３
１
０
年
た
っ
た
今
も
付
箋

に
あ
る
通
り
１
月
３
日
に
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
こ
の
絵
図
も
牛
王

宝
印
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
よ
そ
者
な
の
で
、
い
わ
ゆ
る
土
地

勘
が
な
く
、
絵
図
の
話
一
つ
で
も
し
っ
か

り
理
解
が
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
土
地
勘

の
あ
る
市
民
の
皆
さ
ま
は
絵
図
１
枚
か
ら

で
も
地
域
の
様
々
な
歴
史
・
民
俗
が
読
み

取
れ
る
は
ず
。
好
古
館
の
展
示
を
見
逃
し

た
方
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
コ
ミ
セ
ン
下
東

条
へ
お
運
び
を
！

vol.41

小
野
最
古
の
絵
図
�
出
展
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 

﹁
江
戸
か
ら
昭
和
の
下
東
条
地
区
西
部
﹂
展

　

新
し
い
年
明
け
の
今
月
で
本
欄
も
41
回
を
数
え
る
。
記
念
す
べ
き
？
第
１
回
は
２
０

１
０
年
の
９
月
号
で
、発
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
小
野
市
絵
図
集
』
を
紹
介
し
た
。
当
時
、

元
禄
15
（
１
７
０
２
）
年
作
成
の
久
保
木
村
絵
図
が
市
内
現
存
最
古
の
絵
図
と
さ
れ
て

い
た
が
、
最
近
こ
れ
よ
り
２
年
古
い
元
禄
13
（
１
７
０
０
）
年
９
月
作
成
の
絵
図
が
見

つ
か
っ
た
。
新
発
見
の
こ
の
絵
図
も
展
示
さ
れ
た
好
古
館
で
の
特
別
展
「
下
東
条
地
区

西
部
の
く
ら
し
と
祭
り
〜
江
戸
か
ら
昭
和
〜
」
が
、
１
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
コ
ミ
セ

ン
下
東
条
で
開
か
れ
る
。

最古の村絵図などが並ぶ特別展
（好古館で）
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おの懐古日和
昔に触れ懐かしむコーナー

懐かしいむかしの写真で小野を振り返ってみませんか。

　現在の市場町公民館の場所にあり
ました。昭和29年12月の市制施行か
ら昭和33年3月まで市役所の市場支
所となっていました。

■ 昭和40（1965）年1月の「広報おの」紙面の一部
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　昭和39年12月1日、市制10周年を記念して、市旗を制定してい
ます。市旗の構成は、規格を国旗の日の丸に準じ、白の地に赤の市
章（昭和29年12月1日制定）を配しています。縦の長さは、横の
３分の２、丸の外側はその直径を縦の10分の7とするなどの規格
が定められています。

市旗を制定

1965年 1月

市場村役場（昭和29年ごろ）

「
牛
玉
宝
印
」の
お
札
を
付
け
た

中
番
町
の
牛
王
杖（
好
古
館
で
）

ふ  

せ
ん

お
う
り
ょ
う

あ
さ 

の  

た
く
み
の
か
み

み
ぞ 

い 

だ
に

ぼ
う
で
い
り
そ
う
ろ
ん

ほ
う
い
ん

ご 

お
う
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さまざまなニュースやおもしろ写真などお待ちしています。

　両親の都合で、市内に滞在し、
旭丘中学校で勉強されていたア
イラ・ロサレスさんが、進学のため
フィリピンへ帰国される前に、北辰
保育園で交流しました。母国につ
いての話や初めて聞くフィリピン
の言葉に、５歳児は興味津々。最
初は、恥ずかしがっていた子ども
たちも笑顔が咲き始め、覚えた英
語で積極的にあいさつをしていま
した。子どもたちからの歌のプレ
ゼントに涙したアイラさん。将来、
先生になりたいという気持ちを強
くして11月に帰国されました。
（大部小学校区　中尾千秋さん）

　地域の皆さんに、水辺に親しん
でもらおうと回を重ねてきた「せ
せらぎコンサート」。市場小の芹生
美里先生のフルートと市内在住の
ピアニスト友定純子さんのピアノ
に加え、今年は初めて児童有志が
参加し、完成したばかりの「水辺
の楽校の歌」を披露しました。作
詞は児童と先生たちで、山田の里
の自然に対する想いが歌われて
います。“ともに語ろう ともに守
ろう 水辺の楽校 輝け命”キラ
キラ輝く川面をバックに児童の元
気な歌声が響いていました。
（市場小学校区　赤井明美さん）

アイラお姉さんと
異文化交流体験

水辺の楽校の歌
～四季のかがやき～

　小学生・保護者・地域の方 ・々警
察・消防・自衛隊の約400人が参
加し、中番小学校区地域教育防
災訓練が行われました。
　地震が起きた想定での訓練で
は、はしご車による救出活動の見
学や、消火訓練、バケツリレー、放
水体験、土のう作り、煙体験といっ
た貴重な体験をすることができま
した。災害に備えて、家族、友達そ
して自分の命を守るための防災
意識を高めるいい機会になりまし
た。
（中番小学校区　小林夕子さん）

11/17
中番小 防災意識を

高める機会に 11/１3
北辰保

　河合小学校でドクターヘリ運行
連携訓練が実施されました。重症
患者が救急車で小学校のグラウ
ンドに到着。そこに県立加古川医
療センターを出発し、医師・看護師
を乗せたドクターヘリが着陸。救
急車の中で応急処置した後、ドク
ターヘリで近隣搬入先病院へ搬
送する訓練でした。緊迫感のある
訓練を見学していた児童１・２・４・５
年生が訓練終了後に、医師や整備
士の方に「ヘリの中ではどんな処
置をするのですか」などと質問し、
興味津々の様子でした。
      （河合小学校区　Ｋ子さん）

ドクターヘリに
興味津々11/１9

河合小

11/16
市番小

ピンクリボンデザイン大賞
グランプリ

ピンクリボンフェスティバル運営委員会主催

　乳がん検診を呼びかけるポス
ターデザインを募った第9回ピンク
リボンデザイン大賞で、全国から応
募があった622点の作品から山中
里紗さん（20歳・復井町）の作品が、
グランプリを受賞しました。ポス
ターは、ピンクリボン月間の10月、

雑誌に掲載されたり、交通機関に
張られたりしました。
　山中さんは、大阪芸術大学デザ
イン学科の2年生。作品募集があ
ることを友達から聞き、募集要項に
書かれたキャッチコピー「乳がんは
勇気に弱い」を見て、ハッとさせら
れ、その感覚をストレートに表現し
たかったという。その結果、穴埋め
問題形式にすることで勇気を強調。
そこに正解の丸をピンクリボンに
見えるようにデザインされていま
す。　
　「乳がんは早期発見が大切。ポ
スターを見て、人ごとではないと感
じてもらえたら」と話されています。
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　わか松幼稚園で、園児たちがさ
つまいもを蒸かして食べました。
このさつまいもは、年長さんたち
が園内の畑に植え、雨の中、頑
張って収穫したものです。「やき
いもグーチーパー」の手遊びをし
た後、牛乳と一緒に配られたさつ
まいもを嬉しそうにほおばってい
ました。　　　　　　　　　　
　    （小野小学校区　Ｒ.Ｋさん）

さつまいも おいしいね10/29
わか松幼

　今年の小野東小の音楽会は体
育館改築工事のため、市民会館で
行いました。みんなドキドキでした
が、素晴らしい音楽会になりまし
た。
　「後ろの方まで声が届くかな」
と児童は心配していましたが、そ
れぞれ自分達のパートをしっかり
と歌い、演奏していました。これが
最後の音楽会となる６年生の演
奏に大きな拍手で幕を閉じました。
   （小野東小学校区　髙田倍代さん）

気分はプロ♪

　「目の前のことを大切に～震災から
学んだこと～」を演題に、シンガーソン
グライターの石田裕之さんによる講演
会がありました。ボランティアとは本当
に困っている人の心の声に寄り添うこ
とだと、児童らは教わりました。最後に、
石田さん作詞の「やっぺす♡石巻」を、
みんなで大合唱。素敵な歌で心温まる
時間を過ごしました。
　　（中番小学校区　小林夕子さん）

11/8
中番小

　あお陶遊館アルテで、干支置物「午」
づくりの短期講座がありました。参加
者は、600gの粘土を使い、手びねりで
作る方法を指導ボランティアに教わり
ました。短期講座は、安価で作陶でき、
個性豊かな作品ができるので受講者
に喜ばれています。冬休みには、ウイン
タースクールの子どもたちが作る可愛
い午が新年を迎えます。
　　　（小野東小学校区　Ｃ．Ｎさん）

11/8・9
アルテ オンリーワンの“午”

　コミセンかわいと河合小学校体育館
で「かわいふれあいまつり」が開催され
ました。
　発表会や模擬店、また園児、小・中学
生や地域の方々の作品展示などがあ
り、様々な芸術文化活動、サ－クル活動
など、日ごろの活動の成果を披露しま
した。会場は、たくさんの人で一日中賑
わっていました。
　　　　（河合小学校区　Ａ．Ｔさん）

11/9・10
かわい 賑わう

かわいふれあいまつり

　「こころ豊かな人づくり５００人委員
会」のOB会小野ブロックなど11の団
体が、きらら通りのローズマリーの剪定
や「おのガーデニングボランティア」の
皆さんが育てた花苗の植栽をしました。
約1時間の作業で、花壇は見違えるほ
どきれいに。道行く人に気持ちよく感
じてもらえるように、不慣れな剪定を
頑張りました。
（小野東・Ｃ．Ｎさん、来住・宮脇京子さん）

　11/16
きらら通り 花壇をきれいに

　好古館で「下東条地区西部のくらし
と祭り」展が開かれました。展示物は、
古地図、一刀彫りの彫刻、珍しい木造
の狛犬など。壮観だったのは、太鼓屋
台の水引幕。高欄掛の刺繍には見惚
れました。また、手の込んだ欄間彫刻
「源頼朝の木隠れ」は、戦に負けた頼
朝が、家来と一緒に木の洞穴に隠れて
いる形のものでした。
（下東条小学校区　藤原登代子さん）

11/7
市民会館

歌
で
つ
な
が
る

～12/15
好古館 地方史の宝庫
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　「わが家のアイドル」コーナーに今年4月から

１年間を通して紹介するお子さんを募集します。

●対象　平成25年1月1日～12月31日に生ま

　　　　れられた市内在住のお子さん

●掲載人数　120人（各月10人程度）

※応募者多数の場合は抽選し、結果については

　後日郵送します。

●応募方法　はがきにお子さんの住所・氏名（ふ

　りがな）・性別・生年月日・保護者氏名・電話番

　号を記入のうえ、ご応募ください（お子さん1

　人につき、はがき1枚）。

※応募時は、お子さんの写真は必要ありません。

●締め切り日　2月7日（金）必着

●応募・問い合わせ先　

　〒675-1380　小野市王子町806番地の1

　市民サービス課（☎63-1013）

※今月の「給食センターからこんにちは」は、紙面の都合で掲載していません。

藤原　大和くん
元気で明るい子に
育ってね☆
　　　　　     （父、母）　

神明町
1歳3か月

ふじ わら やまと

上月　梨心ちゃん
梨心の笑顔は最高
我が家の癒しです♡
（兄　悠平くん、颯大くん）

こうづき　　　 り　 こ

小林　由依ちゃん
由依の笑顔で
みんな元気もらってるよ。
（父 勇一さん、母 好美さん）

高田町
1歳3か月

こばやし　      ゆ     い

平成26年度　
「わが家のアイドル」募集

ゆうへい　　　　　　そう　た

井上　陸くん
いの うえ　　りく

いたずら大好き！
一緒にたくさん遊ぼうね。
　　  　（姉 愛琳ちゃん）

市場町
1歳3か月

あい り

ありもと　

神生　明莉ちゃん
周りを明るく照らす
あかり で いてね☆
（父 善仁さん、母 里美さん）

敷地町
1歳8か月

しんせい　 あか  り

● ●●

前川　倫太朗くん
いつもにこにこ♡
りんちゃん大好き♡
（父 仰さん、母 美保さん）

大島町
1歳4か月

まえかわ　     りん　た　ろう 有元　爽真くん
元気にすくすく
大きくなってね
（父 祐樹さん、母 浩美さん）

敷地町
1歳4か月

そう　ま

上田　獅悠くん
しゆうくん だーいすき♡
いっぱい遊ぼうね♡♡

（姉 洸菜ちゃん、紗良ちゃん）

中町
1歳4か月

うえ　だ　 し　ゆう

ひ な　　　　　　 さ ら

森本　結菜ちゃん
ゆうなちゃんが
だいすきです☆
（兄 結登くん、姉 結月ちゃん）

大島町
1歳4か月もりもと　　　ゆう   な

ゆいと　　　　　　　　　 ゆ  づき

相馬　結月ちゃん
これからも
いっぱいあそぼうね♪

　　　　  （兄 頼聖くん）

二葉町
1歳4か月

そう　ま   ゆ　づき

らいせい

松尾　琉聖くん
たくさん友達作って
元気に遊んでね。
（父 遼さん、母 茜さん）

大島町
1歳4か月

まつ　お　　　りゅうせい

いつもニコニコ♡
優しい女の子になってね。
（父 伊知郎さん、母 夢子さん）

王子町
1歳3か月

吉本　小夏ちゃん
よしもと　 こ　なつ

藤岡　明生ちゃん
いっぱい笑って
元気に大きくなってね♡
　　　 　（母 水恵さん）

黒川町
1歳3か月

ふじおか　　　め　い

水野　陽菜ちゃん
元気にすくすく
育ってね☆
（父 久仁昭さん、母 渚さん）

万勝寺町
1歳3 か月

みず　の　       ひ　 な

中町
1歳3か月

中尾　小春ちゃん
いつも笑顔で優しい
女の子になってね。
（父 拓哉さん、母 佳世さん）

敷地町
1歳2か月

なか   お こ 　はる 田中　大晴くん
素直でやさしい子に
なってね♡大好き♡
　　　　 （母 由理さん）

本町一丁目
1歳2か月た　なか　　　たい せい
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subject 学校・園だより

小野南中学校

　人権学習の成果を発表する「人権フィナーレ」が
行われ、3年生58人が人権劇を披露しました。耳
の聞こえない少年が、歌うことに挑戦し、クラス
メートと心を通わせて、合唱に成功するという話
です。1か月半、練習を重ねた劇は大成功。生徒会
長の岩崎隼也さんは、「人のあたたかさや思いやり、
支え合うことの大切さが伝えられた」と話していま
した。最後は、1・2年生も加わり、「マイバラー
ド」を合唱し、美しいハーモニーが体育館に響いて
いました。

（11月22日）人権劇“みんなの心が聞こえるよ”

　高齢者教室「来住地区現代セミナー」と来住保育所
の交流事業がありました。まずは、恒例の花植え。
5歳児54人と約60人の地域のおじいちゃん、おばあ
ちゃんが一緒に、パンジー、葉ボタン、キンギョソ
ウなどを植えました。花植えの後は、園児の発表。
上方落語の演目の一つである「七度狐」を、ペープ
サート（紙人形）を使ってテンポよく、コミカルに演
じました。この「七度狐」はおじいちゃん、おばあ
ちゃんに大好評で、会場いっぱいに笑顔の花が咲い
ていました。

　目標は“健康が一番”です。毎朝、デイサービスで学んだ体操をし
ています。また健康管理に気をつけた食事を心掛けています。
　日ごろの楽しみは、週2回のデイサービスと月1回の絵手紙。両膝
の手術をして杖を使って歩行していましたが、デイサービスに行き
体操を続けることで、杖を使わずに歩行が出来るようになりまし
た。またデイサービスに行くことで生活にメリハリがつき、日々充
実しています。
　これから挑戦したいことは、膝も良くなってきたので、夫と一緒
に花の栽培をしていきたいです。

（11月28日）

林セイコさん（74歳・樫山町）

シルバーランド（葉多町）で

花植えで高齢者と交流
来住保育所

健康が一番

まちの特派
員・赤井さん
が取材
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当番病院カレンダー

最新情報はhttp://www.onokato-med.or.jp/
休日救急当番医/平日時間外内科系救急当番医
診療時間

9：00～18：00 診療時間18：00～21：00（祝日は9：00～18：00）

日 月  火  水  木  金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

加東市民病院
加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
0795-42-5511

北播磨小児救急輪番病院
「北播磨県民いきいき情報」
（http://kitaharima-ikiiki.com/kyukyuiryo/index.html）をご
覧いただくか、消防署（☎63-0119）へ問い合わせください。

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。

健康カレンダー

各種相談【予約制】加東健康福祉事務所
●アルコール問題相談　　　　　　　　　　　　　 ☎0795-42-5111㈹　2月18日（火）13：15～
●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談　☎0795-42-9436　　1月6日（月）・20日（月）、2月3日（月）13：30～14：20　※無料・匿名で受けられます
●こころのケア相談　　　　　　　　　　　　　   ☎0795-42-5111㈹　1月23日（木）13：15～
●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　　　☎0795-42-9365　　1月10日（金）、2月7日（金）13：30～15：00

井 岡 医 院
菅田町
67-2367

嬉野診療所
加東市山国
0795-42-8477

岡 村 医 院
敷地町
62-4300

桂 医院
加東市大門
0795-43-0252

神 医院
加東市森
0795-47-0144

神 医院
加東市森
0795-47-0144

小島クリニック
王子町
64-2727

篠 原 医 院
粟生町
65-2810

篠 原 医 院
粟生町
65-2810

清水内科クリニック
敷地町
62-1005

清水内科クリニック
敷地町
62-1005

つぼた小児科医院
西本町
62-2752

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

まえだクリニック
大島町
64-0771

まつい子どもクリニック
敷地町
63-7366

松 尾 内 科
黒川町
64-0880

松本小児科医院
加東市社
0795-42-5105

吉 川 医 院
加東市社
0795-42-0105

吉 川 医 院
加東市社
0795-42-0105

【内科】

【外科】
菅田町　67-2367 

敷地町　63-7366
まつい子どもクリニック

井 岡 医 院

【内科】

【外科】
市場町　88-8800 

船木町　67-0199
柏 木 医 院

総合医療センター

【内科】

【外科】
市場町　88-8800 

森下クリニック

総合医療センター

【外科】

【内科】
市場町　88-8800 

加東市民病院

総合医療センター

　　加東市家原
0795-42-5511

　　加東市社
0795-42-0024

【内科】・【外科】

 加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院

※総合医療センター：北播磨総合医療センター
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加東市民病院
加東市家原
0795-42-5511

土 井 病 院
復井町
66-2119

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

ふるもとクリニック
加東市社
0795-40-0202

松 尾 内 科
黒川町
64-0880

ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

加東市民病院

【内科】・【外科】

加東市家原
0795-42-5511

市場町　88-8800 

【内科】・【外科】
総合医療センター

【外科】 加東市民病院
加東市家原

0795-42-5511

【内科】
南青野　66-2233 

兵庫青野原病院

【外科】
市場町　88-8800 

総合医療センター

【内科】
加東市新定

0795-40-8100

やすらぎの森診療所

Feb

Jan

本町
山口内科医院

64-0202【外科】

【内科】
南青野　66-2233

加東市民病院

兵庫青野原病院

　　加東市家原
0795-42-5511

※小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせのうえ受診してください。

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォンサービス
 （☎63-7119）または、消防署（☎63-0119）で確認してください。

！

予防接種・健康診査・教室など（健康課 ☎63-3977）

※教室には、開始時刻までにお越しください。　◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

7～8か月児教室
2歳児教室
未来のパパママ教室

1月 27日（月）
1月   6日（月）
2月   3日（月）
1月 14日（火）
1月 16日（木）
1月 28日（火）
1月 17日（金）

内　　　容 対　　　　　　　象 日　程 会　場 時　　間
平成25年  9月生まれの乳児
平成24年  6月生まれの幼児
平成24年  7月生まれの幼児
平成22年11月生まれの幼児
平成25年5・6月生まれの乳児
平成24年  1月生まれの幼児

出産予定日が平成26年3～5月の妊婦と夫

ねこのひきとり

母子健康手帳交付

13：00～14：30

9：30～11：00※
10：00～11：15※

9：30～11：30※

8：45～17：15　

4か月児健康診査

3歳児健康診査

1歳6か月児健康診査
健
康
診
査

教
　
室

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参
ください。妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。

月1回実施します。ひきとりを希望される方は、健康課（☎63-3977）へご連絡ください。

保健センター

健康課窓口


